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従来 今後

計画の見直し
過去の降雨・
潮位などに基
づいて作成

パリ協定の２℃目
標達成でも降雨
量は約1.1倍にな
るなど気候変動
を考慮して作成

「流域治水」
への転換

対
応
者

河川、下水道、
砂防、海岸な
ど管理者主
体の対策

国、自治体、企業、
住民など流域全
体のあらゆる関
係者による対策

場
所

河川区域、
氾濫域が対
策の中心

河川区域、氾濫域
に集水域も含め
た流域全体での
対策

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
や
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い

っ
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
ム
の
形
態
の
１

つ
に
、
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

が
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
①

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）
を
は
じ
め
と
す
る
分

散
型
電
源
に
よ
る
電
力
供
給

②
自
営
電
力
線
な
ど
を
用
い

転
が
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の

開
発
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
体
、
新
電
力
、
復

興
地
域
で
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
が
構
築
さ
れ
始
め
て
い

る
。今
後
は
災
害
多
発
地
域
、

島
嶼
、
過
疎
地
、
無
電
化
地

域
と
い
っ
た
自
立
的
な
電
力

供
給
が
求
め
ら
れ
る
場
所
で

の
導
入
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
政
府
も

後
押
し
す
る
。
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
は
、
２
０
２
０
年
度

を
借
り
受
け
活
用
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
点
に
あ

る
。
北
海
道
や
千
葉
県
の
全

域
停
電
を
受
け
、
経
済
産
業

省
が
災
害
時
に
も
電
力
供
給

を
継
続
で
き
る
グ
リ
ッ
ド
の

重
要
性
を
認
識
し
た
結
果
で

あ
り
、
分
散
型
電
源
と
し
て

既
存
の
発
電
機
の
ほ
か
太
陽

光
・
風
力
・
マ
イ
ク
ロ
水
力
・

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、蓄
電
池
、

Ｅ
Ｖ
な
ど
が
設
置
さ
れ
る
。

　

災
害
時
の
自
立
的
運
用
に

お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
電

「
地
域
の
系
統
線
を
活
用
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
的
利
用
事

業
費
補
助
金
」
と
し
て
支
援

を
始
め
た
。
地
域
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
構
築
事
業
と
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
事
業
の
２

分
野
で
民
間
事
業
者
な
ど
を

公
募
。
す
で
に
構
築
事
業
１

件
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成

事
業
10
件
が
採
択
さ
れ
、
事

業
が
進
行
中
で
あ
る
。

　

こ
の
支
援
事
業
の
特
徴
は

災
害
時
に
設
置
者
が
送
配

電
事
業
者
所
有
の
系
統
線

力
需
要
、
太
陽
光
・
風
力
発

電
量
の
予
測
を
行
い
、
分
散

型
電
源
の
運
転
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
後
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
需
給
運
用
と
電
圧
、
周
波

数
制
御
を
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
不

可
欠
と
し
て
い

る
。
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
と
商

用
系
統
と
の
連

系
・
解
列
時
の

潮
流
解
析
や
事

故
解
析
も
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
簡
易
な
解
析
ツ
ー

ル
の
開
発
も
望
ま
れ
る
。
そ

う
し
た
周
辺
技
術
も
誘
起
さ

せ
つ
つ
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ

ッ
ド
の
構
築
は
進
展
し
て
い

く
と
見
ら
れ
て
い
る
。

▼
愛
知
目
標

　

生
物
多
様
性
条
約
の
目

的
達
成
の
た
め
２
０
１
０

年
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
で
「
生
物
多
様
性
戦

略
計
画
２
０
１
１
│
２
０

２
０
」
が
採
択
さ
れ
、
そ

の
中
に
、
長
期
、
短
期
お

よ
び
20
の
個
別
目
標
が
定

め
ら
れ
た
。
こ
の
個
別
目

標
を
愛
知
目
標
と
い
う
。

　
「
水
産
資
源
が
持
続
的

に
漁
獲
さ
れ
る
」「
農
業
・

養
殖
業
・
林
業
が
持
続
可

能
に
管
理
さ
れ
る
」
な
ど

の
具
体
的
行
動
目
標
が
あ

り
、
環
境
省
公
表
の
事
例

集
で
は
関
連
の
深
い
項
目

と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
。

▼
Ｃ
Ｃ
Ｓ

Carbon dioxide Capture 
and Storage

の
略
称
で
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を

回
収
し
貯
留
す
る
技
術
。

火
力
発
電
所
や
工
場
な
ど

が
排
出
す
る
ガ
ス
か
ら

Ｃ
Ｏ
２

を
分
離
し
大
気
に

放
出
さ
れ
る
前
に
回
収
し

て
、
地
下
へ
貯
留
す
る
。

　

２
０
１
９
年
６
月
に
閣

議
決
定
し
た
「
パ
リ
協
定

に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し

て
の
長
期
戦
略
」
で
は
、

こ
の
技
術
を
「
と
り
わ
け

石
炭
火
力
発
電
に
つ
い
て

は
、
商
用
化
を
前
提
に
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｃ

Ｓ
を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
」
と
位
置
づ
け
て

い
る
。

た
常
時
・
非
常
時
の
電
力
供

給
③
地
域
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
災
害
時
の
自
立
運

転
│
│
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

再
エ
ネ
を
地
産
地
消
で
活
用

す
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
も

試
作
さ
れ
た
が
、
規
模
が

小
さ
い
た

め
建
設
費

が
割
高
と

受
け
取
ら

れ
、
電
力

不
足
時
に

は
商
用
電
力
系
統
か
ら
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
要
で
、
普

及
が
遅
れ
て
い
た
。

　

だ
が
近
年
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
や
蓄
電
池
な
ど
の
分
散
型

電
源
機
器
の
大
幅
な
コ
ス
ト

低
減
が
達
成
さ
れ
、
自
立
運

 省エネへ、
二人三脚。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
年
次
報
告
書

を
毎
年
作
成
し
て
い
る
経
済
産
業
省
は

２
０
２
０
年
６
月
、
２
０
１
９
年
度
分

に
当
た
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
２
０
２

０
」
を
ま
と
め
、
国
会
に
提
出
し
た
。

今
年
で
17
回
目
に
な
る
。
内
容
は
例
年

３
部
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
年
の
状
況
を

分
析
す
る
第
１
部
が
各
年
の
白
書
を
特

徴
づ
け
る
主
題
に
な
る
。
な
お
、
第
２

部
は
需
給
動
向
な
ど
の
デ
ー
タ
集
、
第

３
部
は
各
種
政
策
の
進
捗
状
況
な
ど
施

策
集
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
第
１
部
で
は
「
福
島
復
興
の

進
捗
」「
災
害
・
地
政
学
リ
ス
ク
を
踏

ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
強
靭

化
」「
運
用
開
始
と
な
る
パ
リ
協
定
へ

燃
料
取
り
出
し
が
ス
タ
ー
ト
し
た
取
り

組
み
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
強
靭
化
で

は
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
分
散
型
電

源
を
組
み
合
わ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

あ
り
方
な
ど
持
続
可
能
な
電
力
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
に
も
触
れ
る
。
ま
た
コ

ラ
ム
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
国
際
原
油
市
場
へ
の
影
響

も
盛
り
込
ん
だ
。
乱
高
下
す
る
原
油
価

格
の
安
定
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
生

産
国
と
消
費
国
の
双
方
で
協
力
す
る
こ

の
対
応
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

福
島
復
興
の
進
捗
で
は
、「
凍
土
壁
」

を
用
い
た
対
策
で
汚
染
水
の
発
生
を
１

万
分
の
１
以
下
に
減
少
さ
せ
た
こ
と

や
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
３
号
機
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
２
０
２
０
」公
表

と
が
重
要

だ
と
し
て

い
る
。

　

パ
リ
協

定
へ
の
対
応
で
は
、
日
本
が
提
出
し
た

削
減
目
標
と
い
っ
た
情
報
の
ほ
か
、
目

標
実
現
の
た
め
の
投
資
が
２
０
４
０
年

ま
で
に
約
８
０
０
０
兆
円
必
要
だ
と
い

う
試
算
、
環
境
分
野
の
技
術
革
新
に
お

け
る
戦
略
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
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本
紙
今
号
の

発
行
日
は
10
月

１
日
。
２
０
２

０
年
の
中
秋
の

名
月
に
当
た

る
。
中
秋
の
名
月
と
は
旧
暦

８
月
15
日
の
夜
に
見
え
る
月

の
こ
と
。
月
の
満
ち
欠
け
を

も
と
に
す
る
旧
暦
と
現
在
の

太
陽
暦
と
は
差
が
あ
る
た
め

そ
の
日
は
毎
年
異
な
る
。
最

も
早
い
の
は
９
月
７
日
。
10

月
に
な
る
の
は
19
年
に
４
〜

５
回
の
計
算
で
、
次
は
５
年

後
の
10
月
６
日
で
あ
る
。

▼
た
だ
し
そ
の
日
が
完
全
な

満
月
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
一
致

す
る
の
は
少
な
い
。
今
年
な

ら
翌
日
の
10
月
２
日
が
満
月

の
瞬
間
を
含
む
日
だ
。
月
の

軌
道
は
旧
暦
の
数
え
方
と
微

妙
に
ず
れ
る
。
人
間
の
定
規

で
自
然
の
妙
理
を
測
る
こ
と

の
限
界
と
い
え
よ
う
か
。

▼
さ
ら
に
13
年
後
は
中
秋
の

名
月
の
日
を
確
定
で
き
な
い

と
い
う
危
惧
も
あ
る
。
旧
暦

は
う
る
う
月
を
入
れ
て
１
年

の
日
数
を
調
整
す
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
ル
ー
ル
に
従
う
と

２
０
３
３
年
に
は
そ
の
月
が

入
れ
ら
れ
ず
、
８
月
15
日
が

定
ま
ら
な
い
。
対
応
の
た
め

の
案
は
い
く
つ
か
出
さ
れ
て

い
る
が
、
旧
暦
は
す
で
に
公

の
機
関
が
定
め
る
も
の
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
正

式
に
は
決
定
し
な
い
。

▼
と
は
い
え
人
の
思
惑
に
か

か
わ
ら
ず
、
月
は
夜
空
に
輝

く
。
今
年
の
10
月
は
２
回
満

月
が
あ
る
。
２
度
目
は
31
日

だ
。
地
球
の
温
度
を
変
化
さ

せ
て
し
ま
う
人
間
で
も
天
体

の
軌
道
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
ど

う
か
そ
ん
な
力
は
持
ち
ま
せ

ん
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
月

を
眺
め
る
と
し
よ
う
。

う
各
分
野
の
政
策
に
組
み
込

ん
で
い
く
と
し
た
。

　

②
の
包
括
的
対
策
で
は
、

す
べ
て
の
主
体
の
多
様
な
取

り
組
み
が
必
要
と
し
、
被
害

を
受
け
て
も
弾
力
的
に
回
復

で
き
る
「
災
害
を
い
な
し
、

す
ぐ
に
興
す
」
社
会
を
目
指

す
。
ま
た
、
災
害
復
興
で
は

原
形
復
旧
に
と
ら
わ
れ
ず
、

次
の
災
害
に
も
対
応
で
き
る

「
適
応
復
興
」
の
発
想
を
持

つ
と
し
た
。

　

各
主
体
の
意
識
改
革
な
ど

を
示
す
③
で
は
、「
自
ら
の

　

④
の
国
際
協
力
で
は
、
パ

リ
協
定
、仙
台
防
災
枠
組
み
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
「『
気
候
変
動

×
防
災
』
の
三
位
一
体
」
と

考
え
、
そ
の
同
時
達
成
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
踏
ま

え
、
内
閣
府
と
環
境
省
は
今

後
、
２
０
２
１
年
度
の
関
連

す
る
予
算
の
確
保
に
つ
な
げ

て
い
く
な
ど
連
携
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

命
は
自
ら
が
守
る
」
自
助
と

「
皆
と
共
に
助
か
る
」
共
助

の
意
識
を
持
っ
て
災
害
リ
ス

ク
を
認
識
す
る
べ
き
と
し
、

想
定
外
の
気
象
災
害
も
念
頭

に
防
災
知
識
や
避
難
行
動
な

ど
の
共
有
活
動
に
取
り
組
む

姿
勢
の
重
要
性
を
説
い
た
。

そ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
主

体
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り

組
む
意
識
の
醸
成
が
必
要
と

し
て
い
る
。

セ
ー
ジ
と
い
う
形
で
今
後
の

気
候
変
動
と
防
災
の
方
向
性

を
示
し
た
。

　

そ
の
主
な
項
目
は
、
①
気

候
変
動
×
防
災
の
主
流
化
②

社
会
に
「
脱
炭
素
と
高
い
防

災
力
」
を
持
た
せ
る
た
め
の

包
括
的
対
策
の
推
進
③
個

人
、
企
業
、
地
域
が
「
意
識

改
革
・
行
動
変
容
」「
緊
急

時
の
備
え
」「
連
携
の
促
進
」

を
行
う
④
国
際
協
力
、
海
外

展
開
の
推
進
│
│
の
４
つ
。

　

①
の
主
流
化
で
は
、
気
候

変
動
と
防
災
を
、
全
分
野
で

取
り
組
む
横
断
的
課
題
と

し
、
そ
れ
が
主
流
に
な
る
よ

　

政
府
は
、
大
雨
や
洪
水
な

ど
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
現

実
と
な
り
「
気
候
危
機
」
の

時
代
に
入
っ
た
と
の
認
識
が

必
要
と
考
え
、
内
閣
府
防
災

担
当
と
環
境
省
が
協
働
し
て

２
０
２
０
年
２
月
か
ら
有
識

者
を
交
え
た
意
見
交
換
会
を

開
い
て
い
た
。

　

そ
こ
で
の
議
論
を
踏
ま

え
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

と
環
境
大
臣
の
共
同
メ
ッ

2020年夏季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
メ
タ
ン
ガ
ス
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日本テクノのＣＭを配信中

５
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で

の
15
年
間
の
取
り
決
め
。

　

こ
こ
に
は
「
人
口
10
万
人

当
た
り
の
災
害
に
よ
る
死
亡

率
を
減
ら
す
」「
被
災
者
数

を
削
減
す
る
」「
経
済
損
失

を
減
ら
す
」
な
ど
７
項
目
の

具
体
的
な
防
災
達
成
目
標
が

掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
国
や
自
治
体
が
と

る
べ
き
優
先
行
動
も
示
さ
れ

て
い
る
。

　

内
閣
府
と
環
境
省
は
２
０
２
０
年
６
月
、
気
候
変
動
と
防
災
の
２
分
野
の
対
策
を
効
果
的
に
連
携
し
て
取
り
組
む
と

す
る
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公
表
し
た
。『
気
候
危
機
時
代
の
「
気
候
変
動
×
防
災
」
戦
略
〜
「
原
形
復
旧
」
か
ら
「
適

応
復
興
」
へ
〜
』
と
題
し
た
も
の
。
想
定
を
超
え
る
気
象
災
害
の
発
生
が
頻
発
す
る
中
、
国
民
の
危
機
意
識
を
高
め
、

政
府
が
進
め
る
対
策
の
方
向
性
を
知
ら
し
め
る
狙
い
が
あ
る
。

無 料
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答えは「メタンガス」でした。
多数のご応募ありがとうございました。
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２
解
説　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
シ
ナ
リ
オ

第
１
回　

全
体
の
概
要

４
テ
ッ
く
ん
の
《
電
気
の
資
格
》
Ｑ
＆
Ａ

第
２
回　

電
気
主
任
技
術
者

５
災
害
報
告

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
つ
い
て

７
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
／
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

メ
ッ
セ
ー
ジ
管
理
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

連
載
記
事
ほ
か　

気
候
変
動
対
策
と
防
災
、連
携
し
推
進

内
閣
府
と
環
境
省
、
共
同
メッ
セ
ー
ジ
を
発
信

■
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
マ
ッ
チ
ン
グ
事
例

４

す
べ
て
受
け
継
ぎ
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

【
有
限
会
社
押
切
製
作
所
／
栄
工
業
株
式
会
社
】

企
業
の
生
物
多
様
性
保
全
を
啓
発

ら
、
環
境
配
慮
姿
勢
を
重
視

す
る
投
資
家
に
も
参
考
に
な

る
よ
う
ま
と
め
て
い
る
。

　
「
事
例
集
」
で
は
、
原
材

料
調
達
や
土
地
利
用
・
開
発

事
業
な
ど
事
業
活
動
の
プ
ロ

セ
ス
ご
と
に
事
例
を
集
め
、

「
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た

持
続
的
な
お
米
の
仕
入
れ
活

動
」「
自
社
採
石
場
跡
地
を

里
山
へ
と
再
整
備
」
と
い
っ

テ
ィ
ス
集
」
を
公
表
し
た
。

前
者
「
事
例
集
」
は
「
国
連

生
物
多
様
性
の
10
年
」（
２

０
１
１
〜
２
０
２
０
年
）
の

間
に
関
連
す
る
表
彰
制
度
で

複
数
回
受
賞
し
た
取
り
組
み

を
中
心
に
掲
載
。
後
者
「
グ

ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集
」
は

生
物
多
様
性
保
全
活
動
の
情

報
開
示
に
積
極
的
な
企
業
の

報
告
書
な
ど
を
引
き
な
が

　

環
境
省
は
２
０
２
０
年
５

月
、
企
業
の
活
動
成
果
を
ま

と
め
た
「
生
物
多
様
性
民
間

参
画
事
例
集
」
と
、
活
動
状

況
の
告
知
に
役
立
つ
「
企
業

情
報
開
示
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

た
例
を
掲
載
。
そ
れ
ぞ
れ
の

事
例
に
該
当
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
と
２
０
２
０
年
ま
で

の
生
物
多
様
性
の
国
際
目
標

で
あ
る
愛
知
目
標
（
左
欄
用

語
解
説

）
の
項
目
も
記

載
し
て
い
る
。

　

環
境
省
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

対
話
の
場
な
ど
で
、
こ
れ
ら

事
例
集
を
活
用
し
な
が
ら
、

企
業
の
生
物
多
様
性
に
関
す

る
活
動
へ
の
参
画
を
促
し
て

い
く
考
え
だ
。

環
境
省
活
動
と
情
報
開
示
の
事
例
集
公
表

福島復興、エネ強靭化、パリ協定
各テーマの動向を詳述

■
設
立
25
周
年
記
念
特
別
企
画
第
４
弾

３

次
の
四
半
世
紀
へ
向
け
た
布
石

　

日
本
テ
ク
ノ
未
来
へ
の
礎

日本テクノ株式会社
www.ntc.jp 

《気候危機時代の「気候変動×防災」戦略》
主なポイント

「生物多様性民間参画事例集」の掲載企業

全
体
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と

し
、
協
働
に
よ
る
対
策
に
変

え
て
い
く
。対
象
の
地
域
も
、

河
川
区
域
、氾
濫
域
に
加
え
、

雨
水
を
河
川
に
流
す
山
間
部

な
ど
の
集
水
域
も
含
め
て
１

つ
の
流
域
と
考
え
、
そ
の
全

体
で
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
「
流
域
治
水
」
で
は
、
堤

防
や
貯
留
施
設
な
ど
の
整
備

を
行
う
「
氾
濫
を
で
き
る
だ

け
防
ぐ
対
策
」、
氾
濫
を
想

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

「
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る

た
め
の
対
策
」、
氾
濫
時
の

避
難
や
早
期
復
旧
に
取
り
組

む
「
被
害
の
軽
減
、
早
期
復

旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策
」

の
３
つ
を
、
総
合
的
か
つ
多

層
的
に
取
り
組
む
。

水
は
、
河
川
、
下
水
道
、
砂

防
、
海
岸
な
ど
の
管
理
者
が

主
体
と
な
っ
た
ハ
ー
ド
面
の

対
策
で
あ
り
、
そ
れ
を
主
に

パ
リ
協
定
の
２
℃
目
標
が
達

成
で
き
た
場
合
で
も
降
雨
量

は
約
１
・
１
倍
に
な
る
な
ど

の
要
素
を
加
味
す
る
。

　

も
う
１
つ
は「
流
域
治
水
」

へ
の
転
換
。
こ
れ
ま
で
の
治

に
対
し
て
対
策
計
画
な
ど
を

策
定
し
て
い
た
。
今
後
は
そ

の
基
準
を
改
め
、
気
候
変
動

に
よ
る
降
雨
量
の
増
加
や
潮

位
の
上
昇
な
ど
を
考
慮
し
て

計
画
を
見
直
す
。
例
え
ば
、

　

ま
と
め
ら
れ
た
答
申
の
ポ

イ
ン
ト
は
大
き
く
２
つ
。
１

つ
は
「
計
画
・
基
準
類
の
見

直
し
」。
従
来
は
、
過
去
の

降
雨
量
や
潮
位
の
実
績
に
基

づ
い
て
想
定
さ
れ
る
水
災
害

河
川
区
域
や
氾
濫
域
で
実
施

し
て
き
た
。
今
後
は
そ
こ
に

携
わ
る
人
た
ち
を
国
、
自
治

体
、
企
業
、
住
民
な
ど
流
域

水
災
害
対
策
の
新
た
な
方
針
提
示

「
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
の
あ
り
方
」

　

国
土
交
通
省
は
２
０
２
０
年
７
月
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
へ
諮
問
し
て
い
た
「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
の
あ
り
方
」
の
答
申
が
ま
と
ま
っ
た
と
発
表
し
た
。
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
近
年
の
水
災
害
、
地
球
温
暖
化
な
ど
気
候
変
動
の
状
況
、
技

術
革
新
が
進
む
社
会
動
向
を
整
理
し
、
今
後
の
水
災
害
対
策
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

答申に示された「これからの対策」

サ ン カ タ ン
イ 　 ガ タ 　
エ ス 　 ミ テ
　 イ チ ガ ン
ワ カ メ 　 ト

自
然
災
害
が
多
発
す
る
状
況
下
│
│

地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
意
義
と
自
立
的
需
給
運
用

◉原材料調達……味の素／アレフ／積水ハウス／
ツバメタオル／パナソニック

◉生物資源の活用……コクヨ／武田薬品工業
◉生産・加工……サントリーホールディングス／

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリン
グ・ソニー

◉投融資……滋賀銀行／三井住友信託銀行
◉商品・サービスの提供……サラヤ／ JTB ／住

商フーズ・住友商事／損害保険ジャパン／富
士通・富士通九州ネットワークテクノロジーズ
／大和信用金庫

◉研究開発……鹿島建設／シャボン玉石けん／中
越パルプ工業／日本製鉄

◉輸送……島津製作所／日本郵船
◉土地利用・開発事業……加藤建設／田中産業／

野田自然共生ファーム
◉保有地管理……札幌ドーム・大成建設／三井住

友海上火災保険
◉ボランティア活動・社会貢献……キヤノンマーケ

ティングジャパン／積水化学工業 滋賀栗東工
場／東芝／トヨタ自動車／日本電気（NECグ
ループ）／富士ゼロックス （敬称略）

国
土
交
通
省

審
議
会
答
申

① 気候変動×防災の主流化
◉気候変動と防災はあらゆる分野で取り組む
べき横断的課題。
◉気候変動と防災の連携が主流になるよう各
分野の政策に組み込んでいく。

②  社会に「脱炭素と高い防災力」を持たせるた
めの包括的対策の推進
◉あらゆる主体が多様な手法で取り組むこと
が必要。
◉被害を受けても弾力的に回復できる「災害
をいなし、すぐに興す」社会を目指す。
◉災害復興では原形復旧にとらわれず、次の
災害にも対応できる「適応復興」の発想を
持つ。

③  個人、企業、地域が「意識改革・行動変容」「緊
急時の備え」「連携の促進」を行う
◉「自らの命は自らが守る」自助、および「皆
と共に助かる」共助の意識を持ち、災害リ
スクを認識する。
◉想定外の気象災害も念頭に、防災知識や避
難行動などの共有活動に取り組む。
◉防災や災害時対応の効果を高めるため、あ
らゆる主体が連携・協力して取り組む意識
を醸成する。

④ 国際協力、海外展開の推進
◉パリ協定、仙台防災枠組み、SDGsを「『気
候変動×防災』の三位一体」として同時達
成を目指す。

▼
仙
台
防
災
枠
組
み

２
０
１
５
年
３
月
に
宮
城

県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
第

３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で

採
択
さ
れ
た
防
災
行
動
に
関

す
る
国
際
的
指
針
。
２
０
１

（
マ
ゲ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
）

http://www.n-techno.co.jp
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
http://econews.jp/newspaper/frontline/
https://www.n-techno.co.jp/company/movie.html
http://econews.jp/newspaper/crossword/
http://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/


（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２０年 （令和２年） 秋季　第62号　【季刊】

日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１- 

25-

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２-

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３-

２- 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４-

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２-

９-

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１- 

６-

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２- 

10- 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３-

２-

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１-

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２-

４-

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１-

６-

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１-

４-

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１-

６-

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２- 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
７
７
９-

１

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１-

３- 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４-

８- 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１-

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２- 

35-

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３- 

19-

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２- 

17-

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14-

１

湘
南
営
業
所

神
奈
川
県
平
塚
市
宝
町
３-

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０-

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２-

５-

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２- 

29-

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３-

８- 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17-

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１-

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11-

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３- 

15- 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
広
岡
３- 

１-

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２-

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11- 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１-

３- 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６-

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４- 

14-

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２-

３- 

20

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８-

３-

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３-

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２-

１- 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12-

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２-

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２-

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３-

３-

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２- 

14-

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
東
比
恵
３-

14-

31

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１-

１- 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５-

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
１- 

７

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18-

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１-

１-

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付
９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
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再
エ
ネ
、送
配
電
網
な
ど
制
度
改
正

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化
法
成
立

Ｃ
Ｏ
２

30
万
㌧
を
地
下
へ
貯
留

　

北
海
道
苫
小
牧
市
で
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
回
収
し
地
下
へ

貯
留
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
１
面
用
語
解

説

）
の
大
規
模
実
証
試
験
を

行
っ
て
い
た
経
済
産
業
省
は
２
０

２
０
年
５
月
、
累
計
圧
入
量
が
目

標
の
30
万
㌧
に
達
し
た
こ
と
を
受

け
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら

れ
た
成
果
と
課
題
を
報
告
書
に
ま

と
め
公
表
し
た
。
総
括
に
当
た
っ

て
は
、
機
械
工
学
、
化
学
工
学
、

地
質
学
、
地
球
物
理
学
な
ど
の
専

門
家
に
よ
る
議
論
も
踏
ま
え
た
。

　

事
業
開
始
は
２
０
１
２
年
度
。

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
は
年
間
10

万
㌧
規
模
の
Ｃ
Ｏ
２

圧
入
を
目
標

に
、
海
底
下
約
１
０
０
０
㍍
と
約

２
４
０
０
㍍
の
２
つ
の
地
層
に
貯

留
を
続
け
、
２
０
１
９
年
11
月
に

30
万
㌧
に
達
し
た
。
今
後
は
貯
留

地
点
周
辺
地
域
の
状
態
監
視
、
設

備
活
用
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
実
証
、
国
内
外
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ

事
業
の
推
進
、
技
術
の
海
外
展
開

な
ど
を
進
め
て
い
く
。

未
利
用
の
再
エ
ネ
を「
見
え
る
化
」

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
量
な
ど

の
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
環
境
省
は
２
０
２
０
年
６
月
、

そ
れ
ら
の
集
約
し
た
情
報
を
全

国
・
地
域
別
に
閲
覧
で
き
る
サ
イ

ト
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
」
を
公
開
し
た
。

再
エ
ネ
導
入
時
に
注
意
が
必
要
な

地
域
情
報
、
環
境
情
報
、
防
災
情

報
な
ど
も
提
供
し
て
い
る
。

　

掲
載
し
た
再
エ
ネ
は
太
陽
光
、

風
力
、中
小
水
力
、地
熱
、地
中
熱
、

太
陽
熱
。
地
域
を
指
定
し
、
例
え

ば
東
京
都
新
宿
区
で
太
陽
光
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
16
万
５
０
０
０

㌔
㍗
あ
る
と
い
っ
た
情
報
を
入
手

で
き
る
。
今
後
も
関
係
各
所
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
更
新
を
進
め
、

社
会
の
再
エ
ネ
主
力
化
な
ど
を

デ
ー
タ
駆
動
で
促
進
し
て
い
く
。

温
暖
化
対
策
革
新
技
術
企
業
を
リ
ス
ト
化

　

経
済
産
業
省
は
２
０
２
０
年
７

月
、
革
新
的
技
術
に
よ
っ
て
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
ゼ
ロ
に

取
り
組
む
企
業
な
ど
を
リ
ス
ト
化

し
、
国
内
外
に
そ
の
情
報
を
提
供

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ゼ
ロ
エ
ミ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
開
始
を
発
表
し

た
。政
府
の「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
」
の
初
会

合
で
報
告
し
た
。

　

政
府
が
掲
げ
る
戦
略
テ
ー
マ

に
沿
う
も
の
や
経
団
連
の
進
め

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
賛
同

企
業
な
ど
か
ら
選
定
し
リ
ス
ト
化

す
る
。
環
境
配
慮
の
姿
勢
な
ど
を

評
価
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
広
が
る

中
、
政
府
発
信
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
こ
の
分
野
へ
の
民
間
資

金
の
誘
導
を
図
る
。
リ
ス
ト
発
表

は
２
０
２
０
年
10
月
頃
を
予
定
。

の
買
い
取
り
制
度
に
加
え
て

市
場
価
格
に
一
定
の
補
助
額

機
構
法
）
の
主
に
３
つ
の
法

律
を
改
正
す
る
も
の
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
関
連
で
は
、
こ

れ
ま
で
あ
っ
た
固
定
価
格
で

事
業
法
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
（
再
エ

ネ
特
措
法
）、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
法
（
独
立
行
政
法
人
石
油

天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源

　

再
エ
ネ
を
主
力
電
源
化
さ

せ
る
社
会
的
要
請
や
頻
発
す

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど

を
背
景
に
、
関
連
す
る
電
気

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
導
入
拡
大
と
国
民
負
担
軽
減
、
災
害
時
の
送
配

電
網
の
強
靭
化
な
ど
を
目
的
に
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化
法
」
が
２
０
２
０
年
６

月
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
。
一
部
を
除
き
２
０
２
２
年
４
月
の
施
行
予
定
。

（
プ
レ
ミ
ア
ム
）
を
上
乗
せ

し
て
交
付
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度

や
、
再
エ
ネ
導
入
拡
大
に
必

要
な
地
域
間
連
系
線
な
ど
の

送
配
電
網
増
強
費
用
の
一
部

を
賦
課
金
で
賄
う
制
度
の
創

設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
方
法
で
拡
大
し

て
い
た
国
民
負
担
の
軽
減

と
、
導
入
拡
大
の
両
立
を
図

る
狙
い
が
あ
る
。

　

電
気
事
業
法
関
連
で
は
、

災
害
へ
の
対
応
と
と
も
に
コ

ス
ト
効
率
化
も
目
指
し
た
。

送
配
電
業
者
に
対
す
る
関
連

機
関
と
の
連
携
計
画
の
策

定
、復
旧
費
用
の
積
み
立
て
、

復
旧
状
況
の
情
報
提
供
な
ど

を
義
務
づ
け
る
ほ
か
、
収
入

上
限
制
度
の
創
設
で
送
配
電

費
用
（
託
送
料
金
）
の
低
減

も
図
る
。
ま
た
地
域
分
散
型

の
送
配
電
網
を
構
築
す
る
た

め
の
法
整
備
も
加
え
た
。

　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
法
関
連
で

は
、
有
事
に
お
け
る
発
電
用

燃
料
の
調
達
を
ス
ム
ー
ズ
に

実
行
し
た
り
、
平
時
で
も
安

定
供
給
の
確
保
が
で
き
る
よ

う
改
正
を
行
っ
た
。

eco topicseco topics
漫
画
で
！
ダ
ン
ス
で
！
環
境
省
「
環
境
×
高
校
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

環
境
教
育
等
促
進
法
な
ど
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
環
境
省
は
２
０
２
０
年
５
月
、
高
校
生

を
〝
環
境
の
視
点
〞
か
ら
応
援
す
る
「
環
境
×
高
校

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
た
。
既
設
の
４
つ

の
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
」「Re-Style

」「
つ
な
げ
よ
う
、
支
え
よ
う
森
里

川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」）
と
連
動
し
、
高
校
生
に
関
心
の
高
い
分
野

と
組
み
合
わ
せ
参
加
型
企
画
を
展
開
し
て
い
く
。

　

そ
の
第
１
弾
が
「
全
国
高
等
学
校
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
漫
画
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
０
」。
地
球

温
暖
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
漫
画
を
全
国
の
高
校

生
か
ら
募
集
し
、
優
秀
作
品
を
選
考
す
る
。
応
募
の

受
付
期
間
は
６
月
18
日
〜
12
月
25
日
。
シ
リ
ー
ズ
第

２
弾
は
７
月
３
日
〜
10
月
30
日
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
動

画
を
募
集
す
る
「
環
境
大
臣
杯
全
国
高
等
学
校Re-

Style DANCE CUP! 2020

」。
環
境
省
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ソ
ン
グ
を
課
題
曲
と
し
、
高
校
生
が
創
作
し
た
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
う
。
１
次
審
査
通
過
チ

ー
ム
で
12
月
頃
に
全
国
大
会
を
開
催
す
る
予
定
。

　

経
済
産
業
省
は
２
０
２
０
年

６
月
、
以
前
か
ら
設
置
の
意
向

を
示
し
て
い
た
「
ス
マ
ー
ト
保

安
官
民
協
議
会
」
の
第
１
回
会

合
を
開
催
し
た
。
ス
マ
ー
ト
保

安
と
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
い

っ
た
新
技
術
の
導
入
な
ど
で
、

電
気
設
備
の
保
安
管
理
業
務
を

含
む
産
業
保
安
全
体
の
安
全
性

と
効
率
性
を
追
求
す
る
取
り
組

み
。
技
術
革
新
や
デ
ジ
タ
ル
化

が
急
速
に
進
む
中
、
イ
ン
フ
ラ

維
持
コ
ス
ト
の
増
加
や
少
子
高

齢
化
、
感
染
症
リ
ス
ク
へ
の
対

応
な
ど
も
急
が
れ
て
お
り
、
官

民
の
ト
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
る
協

議
会
で
基
本
方
針
な
ど
を
示

し
、
ス
マ
ー
ト
保
安
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
。
国
民
の
安
全

確
保
と
企
業
競
争
力
強
化
の
両

立
も
目
指
す
。

基
本
方
針
の
策
定
と
そ
の
下
に

置
か
れ
る
分
野
別
の
部
会
（
電

力
安
全
、高
圧
ガ
ス
保
安
な
ど
）

に
お
い
て
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
推
進
す
る
こ

と
。
民
間
は
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
な
ど
新
技
術
の
開
発
・
実

証
・
導
入
」「
ス
マ
ー
ト
保
安

を
支
え
る
人
材
の
育
成
」
を
進

め
る
こ
と
。
国
は
、
技
術
革
新

に
対
応
し
た
規
制
や
制
度
の
見

直
し
、
民
間
活
動
の
支
援
、
情

報
発
信
や
普
及
活
動
を
行
う
こ

と
。
こ
の
う
ち
規
制
や
制
度
を

見
直
す
国
の
取
り
組
み
で
は
、

電
力
と
高
圧
ガ
ス
分
野
で
新
技

術
導
入
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

も
の
は
な
い
か
、
本
年
度
中

を
め
ど
に
総

点
検
を
実
施

し
、
結
果
を

も
と
に
改
正
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
年
に
１
回
程
度
、
協
議

会
に
お
い
て
検
証
し
、
必
要
に

応
じ
て
基
本
方
針
な
ど
の
見
直

し
も
実
施
す
る
。

　

今
回
了
承
さ
れ
た
基
本
方
針

で
は
、
ス
マ
ー
ト
保
安
の
重
要

性
を
確
認
す
る
基
本
的
考
え
方

の
ほ
か
、
協
議
会
、
民
間
、
国

の
３
者
が
行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
も
示
さ
れ
た
。
協
議
会
は
、

電
力
・
高
圧
ガ
ス
分
野
年
度
内
に
総
点
検

スマート保安官民協議会 開催

■

不
確
定
要
素
を
踏
ま
え
た
予
測

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
２
１
０
０

年
に
地
球
温
暖
化
が
ど
れ
ほ
ど
進
行
し

て
い
る
の
か
を
予
想
し
た
シ
ナ
リ
オ
を

公
表
し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
に
発
表

し
た
「
第
５
次
評
価
報
告
書
（
統
合
報

告
書
）」
の
中
で
示
し
た
も
の
だ
。

　

予
想
す
る
今
世
紀
末
ま
で
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
不
確
定
要
素
が
あ
る
。
特
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
技
術
の

進
歩
や
人
々
の
生
活
様
式
、経
済
発
展
、

温
暖
化
対
策
の
内
容
な
ど
に
大
き
く
依

存
す
る
。
過
去
の
デ
ー
タ
だ
け
を
も
と

に
将
来
の
数
値
を
予
測
す
る
の
は
難
し

い
。
そ
こ
で
、
将
来
の
社
会
発
展
の
度

合
い
や
温
暖
化
対
策
（
緩
和
政
策
）
の

進
捗
状
況
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
適
用

し
た
シ
ナ
リ
オ
を
策
定
し
た
。

　

検
討
し
た
パ
タ
ー
ン
は
後
述
す
る
よ

う
に
１
０
０
０
以
上
に
な
る
が
、
そ
の

う
ち
の
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６
」「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
４
・

５
」「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
６
・
０
」「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
」

と
い
う
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ

ナ
リ
オ
）
を
用
い
て
、
リ
ス
ク
や
影
響

な
ど
を
予
測
し
て
い
る
。

■
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
緩
和
シ
ナ
リ
オ

　

各
シ
ナ
リ
オ
の
名
称
の
Ｒ
Ｃ
Ｐ
に
続

く
数
字
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
も
と
に
出
さ
れ
た
放
射
強
制
力
（
気

候
変
化
を
引
き
起
こ
す
強
度
）
を
示
し

た
も
の
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
放
射
強

制
力
が
強
い
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
世
界
の
研
究
機
関

に
よ
る
排
出
量
の
シ
ナ
リ
オ
を
約
１
２

０
０
通
り
収
集
し
た
。
現
状
の
緩
和
政

策
だ
け
で
そ
れ
以
上
の
対
策
を
し
な
い

想
定
の
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
」

が
約
３
０
０
通
り
、
削
減
の
た
め
に
何

ら
か
の
対
策
を
と
る
と
想
定
し
た
「
緩

和
シ
ナ
リ
オ
」
が
約
９
０
０
通
り
だ
。

そ
の
中
か
ら
代
表
的
な
４
つ
を
Ｒ
Ｃ
Ｐ

シ
ナ
リ
オ
と
し
て
公
表
し
た
。

　
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
」
は
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
シ
ナ
リ
オ
、「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
６
・
０
」「
Ｒ

Ｃ
Ｐ
４
・
５
」「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６
」
の

３
つ
は
緩
和
シ
ナ
リ
オ
に
分
類
さ
れ
、

最
も
高
い
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
」
で
は
、

２
１
０
０
年
ま
で
の
気
温
上
昇
を
２
・

６
〜
４
・
８
℃
と
予
測
し
て
い
る
。

　

次
回
か
ら
、
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
の
詳

細
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
世
界
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
。
日
本
で
も
、
今

年
７
月
に
九
州
、
中
国
、
中
部
、
東
北
地
方
と
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

豪
雨
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
地
球
温
暖
化
の

影
響
だ
。
今
後
、
地
球
環
境
は
ど
ん
な
様
相
を
呈
し
て
い
く
の
か
、
国
連
機
関
の
ま

と
め
る
科
学
的
な
予
想
（
シ
ナ
リ
オ
）
を
シ
リ
ー
ズ
で
解
説
し
て
い
く
。

《１》 全体の概要

IPCCIPCCIPCC
シナリオシナリオシナリオ
IPCC
シナリオ
IPCCIPCCIPCC
シナリオ
IPCC
シナリオ
IPCC
シナリオ
IPCCIPCCIPCC
シナリオ
IPCC

２
１
０
０
年
を
想
定
す
る

未
来
の
地
球
の
４
つ
の
姿

解　説

助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

設
立
当
初
か
ら
考
え
て
い
た
。

本
紙
記
事
で
お
客
様
の
活
動
を

積
極
的
に
紹
介
す
る
の
も
、
そ

の
意
思
の
表
れ
で
あ
る
。

　

思
い
を
よ
り
具
現
化
し
た
の

が
、
２
０
１
７
年
か
ら
始
め
た

「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」

だ
っ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
数
が
５
万

件
に
達
し
た
の
を
機
に
企
画
し

た
。
お
客
様
の
自
慢
の
商
品
を

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
別
の
お
客
様
が
、
購
入

し
た
り
、
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
得

た
り
す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

広
げ
て
い
く
。
当
社
と
電
力
需

給
契
約
を
結
び
１
年
を
経
過
し

た
お
客
様
に
提
供
さ
れ
る
一
定

の
ポ
イ
ン
ト
で
商
品
が
交
換
で

き
る
サ
イ
ト
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
注
文
は
約
１
万

件
。
１
社
で
１
０
０
０
件
を
超

え
る
引
き
合
い
が
あ
っ
た
企
業

も
あ
る
。
２
０
２
０
年
上
半
期

は
月
間
平
均
３
６
４
件
だ
っ

た
。
緊
急
事
態
宣
言
後
の
２
０

２
０
年
４
月
頃
か
ら
、
商

品
の
掲
載
申
し
込
み
問
い

合
わ
せ
が
増
え
、
注
文
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　

　
　
　
　

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

の
頭
に
つ
く
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
」
は
、
当
社
の
見
え
る

化
商
品
導
入
後
に
、
年
２

回
ア
シ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
取
り
組
み
の
名

称
で
あ
る
。
導
入
前
後
を

比
較
し
た
結
果
報
告
と
と

も
に
、
よ
り
効
率
的
な
電

気
の
使
い
方
な
ど
を
他
社

の
事
例
も
踏
ま
え
な
が
ら

伝
え
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
他

社
の
成
功
事
例
を
「
橋
渡

し
」
し
て
自
社
活
動
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
の
サ
ー
ビ
ス
を
自

慢
の
商
品
の
橋
渡
し
と
い
う
形

に
発
展
さ
せ
た
の
が
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」
だ
っ
た
。

　

な
お
、
導
入
事
例
は
本
紙
で

も
継
続
的
に
紹
介
し
て
お
り
、

特
設
サ
イ
ト
（https://www.

n-techno.org/

）
も
設
け
て
４

０
０
社
以
上
の
取
り
組
み
を
ま

と
め
て
い
る
。
映
像
で
も
「
省

エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」
と

し
て
、
５
分
間
番
組
を
７

年
間
放
送
し
て
き
た
。

　

成
功
事
例
と
い
う
ノ
ウ

ハ
ウ
を
橋
渡
し
す
る
活
動

か
ら
、
自
慢
の
商
品
の
紹

介
と
い
う
事
業
そ
の
も
の

の
応
援
に
一
歩
近
づ
い
た

「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
シ
リ
ー
ズ
。

そ
れ
で
も
ま
だ
で
き
る
こ

と
は
あ
る
と
、
２
０
１
９

年
に
リ
リ
ー
ス
し
た
の
が

「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
」
事

業
だ
。
そ
れ
は
お
客
様
同

士
の
橋
渡
し
役
で
あ
る
。

　

Ｍ
＆
Ａ
、
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
化
、
業
務
提
携
な

ど
に
よ
っ
て
当
社
の
お
客

様
同
士
が
連
携
す
る
た
め

の
仲
介
を
す
る
。
中
小
企

業
の
後
継
者
不
在
問
題

に
も
貢
献
で
き
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

ｍ
ａ
ｐ
は
、
立
ち
上
げ
早
々
に

Ｍ
＆
Ａ
仲
介
を
実
現
し
た
。
多

く
の
お
客
様
と
の
接
点
を
持

ち
、
事
業
に
欠
か
せ
な
い
電
気

を
扱
う
当
社
の
強
み
が
発
揮
で

　

日
本
テ
ク
ノ
は
事
業
活
動
に

不
可
欠
な
電
気
を
扱
う
企
業
で

あ
る
。
お
客
様
の
活
発
な
事
業

活
動
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
当
社

は
そ
の
活
動
に
必
要
な
電
気
に

関
す
る
諸
業
務
を
提
供
で
き
る

と
換
言
し
て
も
い
い
。
だ
か
ら

前
提
と
な
る
お
客
様
の
事
業
活

動
そ
の
も
の
を
応
援
し
た
い
。

　

高
圧
受
変
電
設
備
の
保
安
管

理
業
務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
当

社
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
お

客
様
が
い
る
。
そ
の
お
客
様
同

士
を
結
び
つ
け
る
「
橋
渡
し
」

が
で
き
れ
ば
、
事
業
発
展
の
一

き
た
結
果
だ
。

　

当
社
を
選
ん
だ
お
客
様
の
事

業
活
動
を
応
援
し
た
い
、
何
か

役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
い

う
設
立
当
初
か
ら
の
思
い
が
ま

た
１
つ
形
に
な
っ
た
。

　
　
　

　
　
　
　

　

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
、
当
社
お
客
様
の

多
く
も
、
事
業
モ
デ
ル
の
変
換

や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
で
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

姿
勢
に
「
応
援
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
は
、
よ
り
一
層
高
ま

っ
て
い
る
。

　

自
慢
の
商
品
の
出
店
企
業
に

は
少
し
で
も
売
上
貢
献
を
、
注

文
し
商
品
を
手
に
し
た
お
客
様

に
は
笑
顔
を
、
企
業
と
企
業
の

結
び
つ
き
で
は
明
る
い
未
来

を
。
設
立
か
ら
25
年
。
支
え
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
お
客
様
の

た
め
に
も
、
ど
ん
な
と
き
に
も

前
を
向
き
、
で
き
る
限
り
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

前提はお客様の事業活動
橋渡しなどできる限りの努力で

事業発展の一助になる

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

設
立
以
来
、
国
際
環
境
条
約
の

策
定
や
締
結
の
た
め
の
交
渉
を
数

多
く
主
導
し
て
い
る
の
も
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
の
特
徴
。
そ
の
う
ち
複
数
の
条

約
や
多
国
間
協
定
で
事
務
局
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
主
だ
っ
た
も
の

に
は
生
物
多
様
性
条
約
、
化
学
物

質
・
廃
棄
物
関
連
３
条
約
（
バ
ー

ゼ
ル
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
、

オ
ゾ
ン
層
保
護
に
関
す
る
ウ
ィ
ー

ン
条
約
、
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条

約
な
ど
が
あ
る
。
多
国
間
協
定
で

事
務
局
を
担
っ
て
い
る
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
）
は
、
１
９
８
８
年
に
世
界

気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
と
共
同
で

設
立
し
た
も
の
。
こ
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

は
、
２
０
０
７
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
国
際
職
員
は
７
０

０
人
。
そ
の
う
ち
３
・
１
％
に
当

た
る
22
人
が
邦
人
職
員
で
あ
る

（
２
０
１
７
年
12
月
時
点
）。
な
お

１
９
９
２
年
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
機

関
で
あ
る
「
国
際
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー
」
が
日
本
の
大
阪
に
設
置
さ

れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
途
上
国

へ
適
正
な
環
境
技
術
を
移
転
し
て

い
く
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

動
の
調
整
や
管
理
、
国
際
協
力
の

推
進
と
い
っ
た
任
務
に
携
わ
る
。

活
動
は
「
気
候
変
動
」「
災
害
と

紛
争
」「
生
態
系
管
理
」「
環
境
ガ

バ
ナ
ン
ス
」「
化
学
物
質
と
廃
棄

物
」「
資
源
効
率
性
」「
環
境
レ
ビ

ュ
ー
」
の
７
つ
の
分
野
を
中
心
に

境
宣
言
は
、
自
然
環
境
だ
け
で
な

く
社
会
経
済
な
ど
の
諸
問
題
も
含

ん
だ
総
合
的
な
人
間
環
境
を
保
護

し
改
善
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い

る
。
そ
の
実
施
機
関
で
あ
る
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
は
、
国
連
の
環
境
政
策
の
立

案
と
実
施
、
関
連
機
関
に
よ
る
活

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
と
も
呼

ば
れ
る
１
９
７
２
年
の
国
連
人
間

環
境
会
議
の
採
択
を
受
け
、
同
年

の
国
連
総
会
で
設
立
を
決
定
し
た

の
が
「
国
連
環
境
計
画
」
で
あ
る
。

「United Nations Environment 
Programme

」
の
頭
文
字
か
ら
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
ユ
ネ
ッ
プ
）
と
略
称
さ

れ
る
。
本
部
は
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ

ビ
。
本
部
を
開
発
途
上
国
に
置
い

た
最
初
の
国
際
機
関
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。
ほ
か
に
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
（
バ
ン
コ
ク
）、西
ア
ジ
ア
（
マ

ナ
マ
）
な
ど
６
カ
所
に
地
域
事
務

所
が
あ
る
。
２
０
１
２
年
に
、
こ

れ
ま
で
58
カ
国
で
構
成
さ
れ
て
い

た
管
理
理
事
国
会
合
に
代
わ
り
、

す
べ
て
の
国
が
参
加
す
る
国
連
環

境
総
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
、
通
常
会
合

を
原
則
２
年
ご
と
に
開
催
）
を
最

高
意
思
決
定
機
関
と
し
た
。

　

設
立
の
立
脚
点
と
な
る
人
間
環

　国連人間環境会議がスウェ
ーデンのストックホルムで開
催されたのは、1972 年 6月。
環境問題についての初の本格
的な国際会議だった。113カ
国から1,200 人以上の代表が
集まり「人間環境宣言」と「環
境国際行動計画」を採択した。
その決議を実行に移すために
設立されたのが、今回取り上
げる国連の専門機関である。

ポイント解説シリーズ

経
産
省

環境関連の

機関・組織

U
nited N

ations Environm
ent P

rogram
m
e

第2回

エネルギー供給強靭化法のポイント国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

国連の環境政策を立案し、国際協力を推進
多数の環境条約を主導、事務局の任もこなす

UNEPが事務局などを提供する事業体

※UNEP 公表資料をもとに作成（一部省略、２０２０年５月現在）。

モントリオール議定書多国間基金事務局

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
事
務
局
・
事
務
局
長

アフリカ事務所

ヨーロッパ事務所

生態系部門

科学部門

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
事
務
局
・
事
務
局
次
長

化学物質・廃棄物関連３条約（バーゼル、
ロッテルダム、ストックホルム）共同事務局

バマコ条約事務局

原子放射線の影響に
関する国連科学委員会
（UNSCEAR）事務局

気候変動に関する政府間
パネル（IPCC）事務局

生物多様性および生態系
サービスに関する政府間
科学政策プラットフォーム
（IPBES）事務局

地域海計画

テヘラン条約暫定事務局

カルパチア条約事務局

生物多様性条約事務局

ワシントン条約事務局

移動性野生動物の種の保全に関する条約
（ボン条約）事務局

オゾン層保護に関するウィーン条約事務局

水銀に関する水俣条約事務局

◆ 電気事業法関連
◉ 災害時の連携強化
送配電事業者に災害時連携計画の策定を義務化
／復旧費用のための相互扶助制度を創設／同事
業者に復旧時の通電状況といった情報を自治体
などへ知らせる義務を課す

◉ 送配電網の強靭化
電力広域機関に広域系統整備計画策定業務を追
加／既存送配電設備の計画的更新を義務化／送
配電事業者の収入上限制度を創設

◉ 災害に強い分散型電力システム
配電網運営者を法的に配電事業者と位置づける／
遠隔地の送配電網独立化／分散型電源をまとめる
アグリゲーターの創設／電気計量制度の合理化

◆ FIT 法関連
◉ 市場連動型の導入支援
固定価格買い取り制度に加え、市場価格に
補助額を上乗せし交付するFIP 制度を創設

◉ 再エネ送配電網の整備
再エネ導入拡大に必要な送配電網増強費用
の一部を、賦課金で賄う制度の創設

◉ 再エネ設備の適切な廃棄
事業用太陽光発電事業者に、廃棄費用の外
部積立を原則義務化

◆ JOGMEC法関連
◉ 緊急時の発電用燃料調達
有事に発電用燃料をJOGMECが調達

◉ 燃料などの安定供給確保
海外における、LNG の積替基地・貯蔵
基地と金属鉱物の採掘・製錬事業を、
JOGMECの出資・債務保証業務の対象に
追加または対象を拡大

http://econews.jp/newspaper/thinking/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://kankyo-ichiba.jp/
http://www.nt-e.jp/
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サービスの多様化・高質化を通じ業務品質を磨き上げ

２５年先もリーディングカンパニーであり続ける
第４弾◉日本テクノ 未来への礎

　

日
本
テ
ク
ノ
設
立
25
周
年
記
念
特
別
企
画
の
第
4
弾
で
は
、
未
来
へ
の
礎
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
。
四
半
世
紀
先
も
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
責
任
を
果
た
す
た
め
の
布
石
だ
。
ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
お
客
様
が
契
約
情
報
な
ど
を
確
認
で
き
る
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」。
そ
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
を
活
用
す
る
次
世
代
保
安

管
理
の
た
め
研
究
を
進
め
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
」。
加
え
て
ほ
か
の
25
周
年
記
念
の
活
動
も
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

　

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
サ
イ
ト
開

設
は
２
０
０
６
年
12
月
。
ス
タ
ー
ト
時
は

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
全
国
紙
『
日
刊
工
業
新

聞
』
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
話
題
を

呼
ん
だ
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
主
装
置
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
が
収
集
し
た
使
用
電

力
量
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
１
日
単
位
、
週

単
位
、
月
単
位
、
年
単
位
な
ど
任
意
の
単

位
で
デ
ー
タ
を
取
り
出
し
グ
ラ
フ
表
示
や

比
較
が
で
き
る
。
そ
し
て
開
設
当
初
か
ら

電
気
料
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も

設
け
て
い
た
。
電
気
使
用
状
況
の
「
理わ

解か

る
化
」
を
実
現
す
る
サ
イ
ト
だ
。

　

そ
の
後
、
機
能
は
さ
ら
に
充
実
し
て
い

く
。
自
動
メ
ー
ル
送
信
機
能
で
は
、
前
日

の
使
用
電
力
量
や
月
次
の
使
用
量
な
ど
を

定
期
的
に
送
付
す
る
よ
う
に
し
た
。
適
宜

の
連
絡
で
は
、
デ
マ
ン
ド
値
が
目
標
設
定

値
を
オ
ー
バ
ー
し
そ
う
な
と
き
や
、
実
際

の
デ
マ
ン
ド
値
と
目
標
設
定
値
の
か
い
離

時
に
目
標
の
見
直
し
を
勧
め
る
通
知
も
加

え
た
。
そ
の
ほ
か
、
電
力
デ
ー
タ
の
活
用

に
役
立
つ
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
の
出
力
機
能
、

日
本
テ
ク
ノ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
省
エ
ネ
ポ
ス

タ
ー
や
上
手
な
電
気
使
用
を
促
す
電
気
カ

ル
テ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
な
ど
を
追
加

し
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
機
能
に
よ
り
、
サ
イ
ト
を
通

じ
て
省
エ
ネ
や
電
気
料
金
に
つ
い
て
の
意

識
が
高
め
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
、
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ

ス
の
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版
が
誕
生

　

現
在
、
経
済
産
業
省
は
「
ス
マ
ー
ト
保

安
」
の
実
現
に
向
け
、
官
民
協
議
会
を
設

け
議
論
を
続
け
て
い
る
。
背
景
に
は
、
近

年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
対
応
で
き
る

よ
う
な
保
安
の
高
度
化
、
将
来
予
想
さ
れ

る
保
安
人
材
不
足
へ
の
対
応
、
デ
ー
タ
解

析
な
ど
に
よ
り
事
故
や
故
障
の
兆
候
を
見

つ
け
事
前
に
修
理
す
る
「
予
知
保
全
」
へ

の
シ
フ
ト
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

《
よ
り
使
い
や
す
く
、よ
り
便
利
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
》

《
次
代
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
》

《
契
約
情
報
な
ど
の
確
認
が
可
能
》

し
た
。基
本
的
な
機
能
は
踏
襲
し
な
が
ら
、

デ
ザ
イ
ン
や
表
示
方
法
を
刷
新
し
、
す
っ

き
り
と
し
た
サ
イ
ト
と
な
っ
た
。
同
時
に

デ
マ
ン
ド
目
標
設
定
値
の
変
更
方
法
を
従

前
よ
り
も
簡
略
化
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
活

動
に
取
り
組
む
た
め
の
使
い
勝
手
の
向
上

も
図
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
ト
は
日
本
テ
ク
ノ
が
提
供
す
る
電

気
の
「
見
え
る
化
」「
理わ

解か

る
化
」
関
連

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
事
業
場
で
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
ロ
グ
イ
ン
が
可
能
だ
。

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
活
用

す
れ
ば
、
省
エ
ネ
活
動
は
よ
り
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
日
本
テ
ク
ノ

で
は
高
圧
受
変
電
設
備
・
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

の
保
安
点
検
に
際
し
、
人
が
現
場
に
赴
く

こ
と
な
く
遠
隔
監
視
し
、
事
故
の
予
兆
を

把
握
す
る
「
ス
マ
ー
ト
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
」

の
実
証
実
験
を
自
社
ビ
ル
に
て
開
始
し

た
。
ス
マ
ー
ト
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
人
間
の

感
覚
に
対
応
す
る
各
種
検
知
器
（
Ｉ
ｏ
Ｔ

機
器
）
で
の
監
視
機
能
は
以
下
の
通
り
。

　
﹇
視
覚
﹈
…
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
。﹇
嗅

覚
﹈…
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
、ニ
オ
イ
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
監
視
。﹇
聴
覚
﹈
…
集
音
マ
イ
ク

に
よ
る
可
聴
音
（
人
が
聞
こ
え
る
範
囲
の

音
）・
超
音
波
（
人
に
は
聞
こ
え
な
い
高

圧
放
電
時
に
発
生
す
る
音
）
セ
ン
サ
ー
に

よ
る
監
視
。﹇
触
覚
﹈
…
温
度
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
監
視
。
こ
れ
ら
の
機
能
に
よ
り
月

次
点
検
項
目
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
で
測
定
し
た
デ
ー
タ
は
蓄

積
し
、
蓄
積
し
た
情
報
を
研
究
す
る
こ
と

で
正
確
な
故
障
の
予
知
を
進
め
る
。
そ
う

し
た
技
術
の
活
用
で
、
更
新
推
奨
時
期
な

ど
の
「
時
間
」
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、
機
器

の
状
態
を
把
握
し
対
処
す
る「
状
態
」ベ
ー

ス
の
電
気
保
安
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
で
は

通
常
の
月
次
点
検
で
は
把
握
で
き
な
い
よ

う
な
停
電
を
引
き
起
こ
す
予
兆
も
発
見
で

き
る
監
視
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
例
え

ば
停
電
事
故
の
原
因
と
な
り
得
る
ケ
ー
ブ

ル
の
漏
電
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス

（
外
被
覆
）
の
漏
れ
電
流
量
を
測
定
す
る
。

シ
ー
ス
の
漏
れ
電
流
に
は
静
電
容
量
分
の

漏
れ
電
流
や
高
調
波
、
ノ
イ
ズ
な
ど
も
含

ま
れ
る
た
め
単
体
で
の
計
測
が
難
し
い
と

さ
れ
て
い
た
が
、
独
自
開
発
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
必
要
な
漏
れ
電

流
だ
け
を
計
測
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

ま
た
、
高
圧
機
器
設
備
全
体
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
設
置
さ
れ
て
い
る
零
相
変
流
器

（
Ｚ
Ｃ
Ｔ
）
に
流
れ
る
電
流
も
計
測
・
監

視
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
保
護
機
器
類
が
作

動
す
る
「
漏
電
し
き
い
値
」
に
達
す
る
前

の
絶
縁
状
態
が
把
握
で
き
る
。
そ
の
値
を

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
Ａ
Ｉ
で
分
析
し

停
電
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
な
げ
る
。

　

こ
れ
ら
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
を
介
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
は
、
物
件
を
管
理
す
る
主
任

技
術
者
と
共
有
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
よ
り
も
高
度
な
電
気
保
安
管
理
体
制
が

実
現
し
て
い
く
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

　

日
本
テ
ク
ノ
は
電
気
保
安
を
は
じ
め
、

多
く
の
分
野
で
先
陣
を
切
り
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。
25
年
の
積

み
重
ね
を
糧
に
、
今
後
も
さ
ら
な
る
先
を

見
据
え
て
、
現
在
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組
み
、
四
半
世
紀
先

も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
り
続

け
、
そ
の
責
任
を
全
う
し
て
い
く
。

　

日
本
テ
ク
ノ
と
の
契
約
内
容
や
高
圧
受

変
電
設
備
の
電
気
保
安
管
理
記
録
な
ど
関

連
す
る
情
報
を
確
認
で
き
る
サ
イ
ト
が
２

０
１
９
年
に
完
成
し
た
マ
イ
ペ
ー
ジ
だ
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
初
期
登
録
を

済
ま
せ
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し

ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
契
約
し
た
内
容
に
沿

っ
て
「
契
約
内
容
」「
電
気
料
金
（
電
力

需
給
契
約
を
締
結
し
て
い
る
事
業
場
）」

「
提
案
資
料
・
点
検
簿
（
保
安
管
理
の
契

約
を
締
結
し
て
い
る
事
業
場
）」「
製
品
説

明
書
」
な
ど
が
参
照
で
き
る
。

　

例
え
ば
「
点
検
簿
・
作
業
報
告
書
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
紙
ベ
ー
ス
で
運
用
し
て
い

た
点
検
報
告
書
な
ど
を
電
子
化
し
、
デ
ー

タ
と
し
て
蓄
積
。
サ
イ
ト
に
表
示
さ
れ
る

情
報
な
の
で
検
索
性
に
優
れ
、
紙
の
保
管

が
不
要
に
な
る
。
過
去
に
営
業
担
当
が
持

参
し
た
資
料
な
ど
も
こ
こ
か
ら
確
認
で
き

る
。
な
お
、掲
載
情
報
は
順
次
拡
大
中
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は

25
周
年
を
記
念
し
た

サ
イ
ト
を
開
設
し
て

い
る
。
代
表
取
締
役

社
長
・
馬
本
英
一
と

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
河
村
隆
一
さ
ん
の
記
念
対
談
を

は
じ
め
、
25
年
の
歴
史
な
ど
を
最
新
の

ウ
ェ
ブ
技
術
で
表
現
し
て
い
る
。
対
談

の
ペ
ー
ジ
で
は
テ
キ
ス
ト
記
事
に
加
え

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
日
本
テ
ク
ノ
で
は
「
社
会

人
の
こ
こ
ろ
え
カ
ー
ド
」
と
同
様
の
25

周
年
記
念
社
会
活
動
と
し
て
、
営
業
社

員
や
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
の

技
術
者
が
着
用
す
る
ロ
ゴ
入
り
オ
リ
ジ

　

現
在
、
日
本
テ
ク
ノ
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
・
河
村
隆
一
さ
ん
（
写
真
）

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
25
周
年
記
念
Ｃ

Ｄ
の
制
作
が
進
行
中
だ
。
河
村
さ
ん
の

楽
曲
を
収
録
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
盤
。
完

成
後
は
日
本
テ
ク
ノ
と
取
引
の
あ
る
お

客
様
を
中
心
に
配
布
し
て
い
く
予
定
。

　

２
０
２
０
年
６
月
に
改
正
労
働
施
策

総
合
推
進
法
、
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
法
が
施
行
さ
れ
た
。
法
令
順
守
を
重

視
す
る
日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
就
業
中
や

日
常
生
活
で
起
こ
り
得
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
具
体
的

ケ
ー
ス
か
ら
、
社
会
人
と
し
て
人
と
の

関
わ
り
方
や
心
の
触
れ
合
い
に
つ
い
て

振
り
返
り
、
実
生
活
の
指
針
と
し
て
役

立
て
ら
れ
る
「
社
会
人
の
こ
こ
ろ
え

カ
ー
ド
」
を
制
作
し
た
。
25
周
年
を
記

念
す
る
社
会
活
動
の
一
環
で
も
あ
る
。

　

こ
の
カ
ー
ド
を
、
朝
礼
や
研
修
・
会

議
な
ど
の
場
に
お
い
て
社
員
教
育
と
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り

に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
理
解
・
浸
透
が
見
込
め
る
。
め

く
っ
て
学
ぶ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
形
式
な
の

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
ツ
ー

ル
と
し
て
も
気
軽
に
使
用
で
き
、
企
業

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

マ
イ
ペ
ー
ジ

ス
マ
ー
ト
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

25th
topic

記
念
サ
イ
ト

社
会
人
の

こ
こ
ろ
え
カ
ー
ド

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク

記
念
Ｃ
Ｄ

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
動
画
も
掲
載
。
マ

ウ
ス
オ
ー
バ
ー
で
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
25

年
史
も
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
た
い
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
は
今
後
も
新
た
に
追
加

し
て
い
く
予
定
だ
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
◉https://www.n-techno.

co.jp/25th

が
潜
在
的
に
抱
え
て
い
る
課
題
の
発
現

防
止
や
早
期
解
決
が
図
れ
る
。
本
カ
ー

ド
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
フ
リ
ー

コ
ー
ル
０
１
２
０（
３
０
８
）４
９
８

（
平
日
９
時
30
分
〜
17
時
）
ま
で
。

ナ
ル
涼
感
Ｕ
Ｖ
マ
ス
ク
「
テ
ク
ノ
マ
ス

ク
」
を
作
成
し
た
。
感
染
症
予
防
対
策

も
、
重
要
な
企
業
活
動
と
し
て
捉
え
て

い
る
。

　

右
欄
の
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

と
併
用
す
れ
ば
、

電
力
の
使
用
状
況

と
電
気
設
備
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
情
報

の
双
方
が
容
易
に

取
得
で
き
る
。
未

登
録
の
お
客
様
は

ぜ
ひ
登
録
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

http://www.n-techno.co.jp/25th
https://www.n-techno.co.jp/service/mypage.html
https://www.n-techno.co.jp/service/demand.html
http://www.n-techno.co.jp/25th
http://www.n-techno.co.jp/25th/goods_card.html
http://www.n-techno.co.jp/25th
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停
電
が
起
き
る
と
ま
ず
ブ

レ
ー
カ
ー
を
確
認
し
、
落
ち
て

い
る
レ
バ
ー
を
機
械
的
に
上
げ

る
と
い
う
人
は
多
い
。
だ
が
そ

の
前
に
必
要
な
の
は
、
ブ
レ
ー

カ
ー
の
役
割
を
正
し
く
理
解
し

て
お
く
こ
と
だ
。

　

一
般
家
庭
の
ブ
レ
ー
カ
ー
は

電
力
会
社
な
ど
の
設
置
す
る

「
ア
ン
ペ
ア
ブ
レ
ー
カ
ー
」
以

外
に
主
に
２
種
類
あ
る
。
ブ

レ
ー
カ
ー
は
日
本
語
で
遮
断
器

と
い
い
、
自
動
的
に
電
流
を
遮

断
す
る
装
置
だ
。
一
般
家
庭
の

電
気
は
、
電
柱
か
ら
３
本
の
電

線
で
家
庭
内
に
引
き
込
ま
れ
、

そ
の
後
、玄
関
な
ど
に
あ
る「
分

た
と
き
は
60
分
以
内
、
２
倍
な

ら
２
分
以
内
と
ブ
レ
ー
カ
ー
の

落
ち
る
時
間
も
決
ま
っ
て
い
る
。

　

図
中
央
の
「
漏
電
ブ
レ
ー

カ
ー
（
メ
イ
ン
ブ
レ
ー
カ
ー
、

漏
電
遮
断
器
）」
は
、「
安
全
ブ

レ
ー
カ
ー
」
と
同
様
の
機
能
に

漏
電
検
知
機
能
を
兼
ね
備
え
た

も
の
で
、
配
線
保
護
と
人
体
保

護
を
目
的
に
し
た
ブ
レ
ー
カ
ー

で
あ
る
。
漏
電
は
命
の
危
険
に

関
わ
る
た
め
家
庭
用
の
漏
電
ブ

レ
ー
カ
ー
は
漏
れ
電
流
が
１
・

５
㍉
㌂   
、
動
作
時
間
０
・
１
秒

と
い
う
高
感
度
高
速
型
を
使
用

し
て
お
り
、
火
災
や
感
電
に
つ

な
が
る
可
能
性
を
最
小
限
に
抑

え
る
。
図
の
よ
う
な
構
成
の
場

合
に
は
各
回
路
を
一
括
管
理
し

て
い
る
の
が
「
漏
電
ブ
レ
ー

カ
ー
」
な
の
で
、
こ
れ
が
落
ち

る
と
建
物
全
体
が
停
電
す
る
。

　

こ
う
し
た
ブ
レ
ー
カ
ー
の
役

割
を
踏
ま
え
、
停
電
時
に
は
ど

の
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
て
い
る

か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
漏
電
は
火
災
や
感
電
な
ど
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
る
の
で「
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
」

が
落
ち
て
い
る
際
は
、
資
格
を

持
っ
た
技
術
者
な
ど
に
対
処
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
。

電
盤
」
で
分
配
し
、
各
部
屋
の

電
気
機
器
に
届
く
。
分
電
盤
に

は
分
配
の
ほ
か
に
、
２
種
類
の

ブ
レ
ー
カ
ー
で
電
気
事
故
を
防

ぐ
役
割
が
あ
る
。

　

図
に
一
般
住
宅
用
分
電
盤
の

例
を
示
し
た
。
右
側
の
「
安
全

ブ
レ
ー
カ
ー（
子
ブ
レ
ー
カ
ー
、

配
線
用
遮
断
器
）」
は
各
部
屋

へ
続
く
回
路
ご
と
に
つ
け
ら
れ

る
も
の
だ
。
同
時
に
多
数
の
電

気
機
器
を
使
っ
た
り
、
シ
ョ
ー

ト
な
ど
で
大
き
な
電
流
が
流
れ

続
け
る
と
、配
線
が
熱
を
持
ち
、

火
災
や
感
電
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
過
電
流

の
発
生
し
た
部
屋
（
回
路
）
ご

　

電
気
に
ま
つ
わ
る
各
種
資
格
の
解
説
を
連
載
し
て
い
る
「
テ
ッ
く
ん
の
Ｑ

＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」。
２
回
目
の
今
回
は
、
電
気
の
安
全
を
守
る
責
任
者
で
あ
る

「
電
気
主
任
技
術
者
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

資格を取るにはどうすればいいの？

電気主任技術者ってどんな資格？

テッくんの《電気の資格》Q&A
〈２〉 電気主任技術者

　

電
気
主
任
技
術
者
は
国
家
資

格
で
、資
格
取
得
の
た
め
に
は
、

認
定
校
で
の
単
位
修
得
に
よ
る

認
定
な
ど
以
外
は
「
一
般
財
団

法
人
電
気
技
術
者
試
験
セ
ン

タ
ー
」
が
実
施
す
る
試
験
を
受

験
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
。

　

３
種
類
の
資
格
試
験
の
う
ち

で
最
も
難
し
い
の
は
第
一
種
で

（
そ
の
分
、
大
規
模
な
事
業
用

電
気
工
作
物
を
扱
え
る
）、
第

二
種
、
第
三
種
の
順
に
難
度
は

下
が
っ
て
い
く
よ
。
と
は
い
っ

て
も
、
第
三
種
電
気
主
任
技
術

者
の
試
験
で
も
、
出
題
の
範
囲

は
広
く
、
合
格
率
も
こ
こ
数
年

は
10
％
を
下
回
る
な
ど
、
ほ
か

の
資
格
試
験
に
比
べ
て
か
な
り

の
難
関
と
い
え
る
ね
。

　

な
お
、
免
状
ご
と
に
必
要
な

所
定
の
単
位
修
得
と
実
務
経
験

が
あ
れ
ば
、
認
定
で
の
取
得
も

可
能
だ
よ
。

　

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
な
ど
一
定
規

模
の
電
気
設
備
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
そ
れ
を
安
全
に
使
う
た

め
監
督
責
任
者
を
置
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
保
安
監
督

を
す
る
の
が
電
気
主
任
技
術
者

で
、
資
格
を
持
っ
た
人
し
か
で

き
な
い
仕
事
な
ん
だ
。

　

電
気
主
任
技
術
者
の
資
格
は

扱
え
る
電
圧
の
大
き
さ
に
よ
っ

て
第
一
種
か
ら
第
三
種
ま
で
３

種
類
あ
る
よ
。
第
三
種
は
５
万

㌾  
未
満
（
出
力
５
０
０
０
㌔
㍗

以
上
の
発
電
所
を
除
く
）、
第

二
種
は
17
万
㌾  
未
満
、
第
一
種

は
す
べ
て
の
事
業
用
電
気
工
作

物
の
保
安
監
督
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、
発
電
所
か
ら
家

庭
内
配
線
ま
で
の
す
べ
て
を
含

め
て
「
電
気
工
作
物
」
と
い
い
、

そ
の
う
ち
住
宅
用
な
ど
一
定
規

模
以
下
の
も
の
を
「
一
般
用
」、

そ
れ
以
外
を
「
事
業
用
」
と
区

別
し
て
い
る
。
電
気
主
任
技
術

者
が
必
要
な
の
は
「
事
業
用
電

気
工
作
物
」
だ
よ
。

情
熱
も
、技
術
へ
の
誇
り
も
、

従
業
員
も
、丸
ご
と
受
け
継
ぎ

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
！

る
な
ど
し
て
す
べ
て
回
収
さ

れ
、
紙
問
屋
の
も
と
へ
渡
り
、

ま
た
新
た
な
紙
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
た
。

　
「
紙
す
き
」
の
仕
事
は
、
集

め
た
古
紙
を
新
た
な
紙
へ
再
生

す
る
作
業
。
集
め
ら
れ
た
紙
は

汚
れ
の
程
度
に
よ
っ
て
分
別
さ

れ
、
細
か
く
裁
断
し
、
釜
で
煮

る
。
さ
ら
に
冷
ま
し
て
水
を
切

り
、
繊
維
成
分
を
取
り
出
し
て

洗
浄
し
、
粘
着
剤
を
混
ぜ
再

び
す
い
て
紙
を
つ
く
っ
て
い

た
。
当
時
は
手
間
が
か
か
っ
た

煮
る
、
冷
ま
す
、
洗
浄
す
る
な

ど
の
工
程
を
省
い
た
安
価
な
す

き
紙
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
主

に
落
と
し
紙
（
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

江
戸

　

現
在
で
は
と
も
す
れ
ば
無
造

作
に
使
い
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

紙
も
、
江
戸
時
代
の
庶
民
に
と

っ
て
は
、
貴
重
な
資
源
で
あ
っ

た
。
帳
簿
な
ど
で
不
要
に
な
っ

た
紙
類
は
古
紙
と
し
て
「
紙
く

ず
買
い
」
に
買
い
取
ら
れ
、
道

端
に
落
ち
て
い
る
も
の
は
「
紙

く
ず
拾
い
」
に
よ
っ
て
拾
わ
れ

パ
ー
）
と
し
て
使
わ
れ
た
。

　

余
談
だ
が
、
煮
た
紙
を
冷
ま

す
作
業
を
「
冷
や
か
し
」
と
呼

び
、
そ
の
待
ち
時
間
に
職
人
が

吉
原
の
遊
女
を
見
て
ま
わ
り
か

ら
か
う
だ
け
で
帰
っ
た
こ
と

が
、
現
在
の
「
冷
や
か
し
」
の

語
源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

令
和

　

現
代
で
も
紙
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て

も
ち
ろ
ん
、
今
も
循
環
利
用
さ

れ
て
い
る
。
使
用
済
み
の
古
紙

は
主
に
新
聞
、
段
ボ
ー
ル
、
雑

誌
、
紙
パ
ッ
ク
、
雑
紙
の
５
つ

に
分
類
さ
れ
、
新
聞
紙
が
コ

ピ
ー
用
紙
に
な
っ
た
り
、
紙
パ

ッ
ク
が
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

に
な
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

再
生
さ
れ
て
い
る
。
紙
の
種
類

ご
と
に
し
っ
か
り
と
分
別
し
、

資
源
と
し
て
回
収
す
る
こ
と
で

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
。

　

紙
が
木
材
か
ら
で
き
る
貴
重

な
資
源
で
あ
る
こ
と
は
今
も
昔

も
変
わ
ら
な
い
。
江
戸
を
生
き

る
庶
民
が
道
に
落
ち
て
い
る
も

の
ま
で
拾
い
集
め
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
紙
。
今
を
生
き
る
私
た
ち

も
正
し
く
分
別
し
て
大
切
な
資

源
を
よ
り
長
く
使
え
る
よ
う
心

が
け
た
い
。

（技術評論社 1,080円＋税）

60分でわかる！SDGs超入門 バウンド 著

知
識
の
習
得
と
実
践
へ
の
手
引
き

　

世
界
の
国
々
が
２
０
３
０

年
ま
で
に
達
成
を
目
指
す
国

際
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ

ィ
ー
ジ
ー
ズ
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）。
本
紙
で
も
こ

と
あ
る
ご
と
に
取
り
上
げ
、

自
社
事
業
で
も
気
候
変
動
対

策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改

善
な
ど
目
標
達
成
の
一
助
に

な
る
べ
く
活
動
を
進
め
て
い

る
。
そ
れ
は
、
政
府
機
関
だ

け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
個

人
も
取
り
組
む
べ
き
も
の
で

あ
る
か
ら
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

17
の
目
標
で
構
成
さ
れ
る

が
、
そ
こ
に
「
無
縁
な
人
は

地
球
上
に
誰
ひ
と
り
い
ま
せ

ん
。」（
10
頁
）
と
、
こ
の
書

籍
で
も
記
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
９
月
に
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
、
先
に
述
べ
た

17
の
目
標
と
そ
れ
を
よ
り
具

体
的
に
落
と
し
込
ん
だ
１
６

９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
て

い
け
ば
１
冊
の
分
量
に
ま
と

ま
り
、
網
羅
的
な
入
門
書
と

銘
打
つ
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ

う
。
だ
が
、
そ
の
形
態
は
採

用
し
て
い
な
い
。
項
目
と
解

説
が
ペ
ア
の
辞
書
的
な
体
裁

で
は
な
く
、
流
れ
の
あ
る
平

易
な
文
章
と
簡
潔
な
図
版
で

綴
ら
れ
る
。
記
述
は
す
ん
な

り
と
理
解
さ
れ
て
い
く
。

　

対
象
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
企
業
で
取

り
組
む
理
由
や
効
果
的
な
活

動
方
法
を
紹
介
す
る
。
全
体

は
６
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
ら

れ
、
最
初
に
知
識
と
し
て
押

さ
え
て
お
く
べ
き
全
体
を
俯

瞰
し
、
残
り
は
実
践
に
移
せ

る
内
容
だ
。
企
業
同
士
が
連

携
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

で
取
り
組
む
方
法
、
資
金
調

達
の
道
が
広
が
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
経
営
に

取
り
込
む
た
め
の
ツ
ー
ル
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
…
…
。
書

名
の
通
り
60
分
で
も
概
要
は

理
解
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
も

っ
と
時
間
を
か
け
向
き
合
う

の
が
ふ
さ
わ
し
い
書
籍
。

補
企
業
が
見
つ
か
っ
た
も
の
の
条

件
面
で
折
り
合
わ
ず
、
最
終
契
約

前
に
白
紙
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

押
切
さ
ん
は
そ
の
と
き
に
廃
業
を

考
え
た
が
、
２
０
１
９
年
９
月
に

日
本
テ
ク
ノ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
再
度
の
提
案
が
あ
り
、
長
い
間

が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
従
業
員
に
報

い
る
た
め
に
も
譲
渡
へ
再
挑
戦
す

る
決
意
を
固
め
た
。

事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い

　

そ
の
後
、
譲
受
を
前
向
き
に
検

討
し
た
の
は
、
同
県
座
間
市
で
金

属
加
工
を
主
と
す
る
マ
ゲ
テ
ッ
ク

　

押
切
製
作
所
は
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
に
あ
る
創
業
30
年
の
歴
史

を
持
つ
精
密
板
金
加
工
会
社
。
事

業
の
推
移
は
順
調
で
、
代
表
取
締

役
社
長
の
押
切
道
美
さ
ん
は
自
身

の
技
術
や
経
験
を
従
業
員
に
伝
え

て
き
た
が
、
同
時
に
後
継
者
問
題

に
悩
ん
で
い
た
。
借
入
金
の
返
済

を
終
え
る
予
定
の
２
０
１
９
年
10

月
頃
を
め
ど
に
、
廃
業
を
含
め
て

事
業
の
終
え
方
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
日
本
テ
ク
ノ
か

ら
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
の
提
案
を

受
け
た
。

　

提
案
の
中
で
一
度
は
譲
受
の
候

グ
ル
ー
プ
の
栄
工
業
だ
っ
た
。
代

表
取
締
役
社
長
の
秋
本
誠
さ
ん
は

「
最
初
は
、
電
気
保
安
の
日
本
テ

ク
ノ
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
の
提
案
？　

と

驚
き
ま
し
た
が
、
話
を
聞
く
と
、

当
社
と
同
業
で
、
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
案
件
で
し
た
。
親
会
社

の
取
締
役
会
議
で
も
了
承
さ
れ
、

早
速
、
先
方
の
工
場
へ
視
察
に
行

き
ま
し
た
」
と
、
提
案
当
初
を
振

り
返
る
。

　

２
０
１
９
年
10
月
初
旬
に
秋
本

さ
ん
と
マ
ゲ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
関

係
者
が
押
切
製
作
所
を
訪
問
し
、

そ
の
技
術
力
と
整
理
整
頓
の
行
き

届
い
た
工
場
、
そ
し
て
押
切
さ
ん

の
仕
事
へ
の
情
熱
に
一
同
が
心
を

打
た
れ
た
。

　
「
こ
の
会
社
の
事
業
を
引
き
継

ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
し
た
」（
秋
本
さ
ん
）。
栄
工

業
は
以
前
、
経
営
者
の
高
齢
を
理

由
に
マ
ゲ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
傘

下
に
入
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の

経
緯
か
ら
秋
本
さ
ん
は
、
志
を
同

じ
く
で
き
る
者
同
士
で
あ
れ
ば
異

な
る
会
社
が
一
緒
に
な
る
の
は
さ

ほ
ど
難
し
く
な
い
と
考
え
て
い

た
。
工
場
視
察
の
結
果
は
そ
の
考

え
を
後
押
し
す
る
も
の
だ
っ
た
。

円
満
な
事
業
引
き
渡
し

　

再
提
案
か
ら
２
カ
月
余
り
、
会

計
事
務
所
の
買
収
監
査
や
顧
問
弁

護
士
に
よ
る
契
約
条
件
の
調
整
な

ど
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
11
月
下

旬
に
は
譲
渡
契
約
調
印
式
を
行
っ

た
。
そ
の
後
に
設
け
ら
れ
た
宴
席

で
押
切
さ
ん
は
一
連
の
出
来
事
を

振
り
返
り
「
秋
本
誠
社
長
、
そ
し

て
マ
ゲ
テ
ッ
ク
の
村
山
隆
重
会

長
、
本
間
靖
也
社
長
と
お
話
し
し

て
こ
の
人
た
ち
に
な
ら
安
心
し
て

事
業
を
引
き
継
い
で
も
ら
え
る
と

確
信
で
き
た
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
回
の
Ｍ
＆
Ａ
成
立
の
要
因
に

は
大
き
く
以
下
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

が
あ
っ
た
。
①
大
手
グ
ル
ー
プ
の

傘
下
に
入
る
こ
と
で
受
注
の
量
と

幅
が
広
が
る
こ
と
②
経
営
資
源

（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
、

時
間
）
の
融
合
に
よ
り
経
営
の
合

理
化
が
で
き
る
こ
と
③
ス
タ
ッ
フ

の
交
流
に
よ
り
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ

共
有
な
ど
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
こ
と
④
譲
受
側
企
業
も
元
は
Ｍ

＆
Ａ
で
現
在
の
親
会
社
に
譲
渡
さ

れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
相
乗
効

果
を
実
感
し
て
い
た
こ
と
。

　

仕
事
に
対
す
る
情
熱
や
経
験
、

優
秀
な
従
業
員
ま
で
す
べ
て
引
き

継
が
れ
た
２
社
が
さ
ら
な
る
発
展

へ
歩
み
始
め
た
。

 ※イラスト：日本テクノ編『イチから学ぼう　デンキのキホン』より。

家
庭
の
電
気
を
安
全
に
使
う

《
ブ
レ
ー
カ
ー
の
役
割
》

身
近
な
電
気
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話

第 9回

道
端
の
紙
く
ず
は
大
切
な
資
源

　

前
回
は
着
物
を
題
材
に
、
江
戸
時
代
の
循
環
型
社
会
の
様
子
を
紹
介
し
た
。
続
く
今
回
は
、

着
物
よ
り
も
さ
ら
に
現
代
社
会
に
馴
染
み
の
深
い
「
紙
」
に
つ
い
て
。
庶
民
が
ど
の
よ
う
に
乏

し
い
資
源
を
活
用
し
て
い
た
の
か
見
て
い
く
。

マッチング事例
　

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
」
に
よ
る
株
式
譲
渡
が
成
立
し

２
０
１
９
年
11
月
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
譲
渡
契
約
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。後
継
者
問
題
に
悩
む
経
営
者
と
、

さ
ら
な
る
事
業
発
展
と
従
業
員
の
技
能
向
上
・
活
性
化
を
目
指
す
企
業
の
双
方
の
思
い
が
結
び
つ
い
た
。

譲渡契約調印式で実印を手渡す押切製作所の押切
道美さん（右）と受け取る栄工業の秋本誠さん。

Ｍ＆Ａ成立までの流
れをまとめ、調印式
の様子も収録したこ
の事例の動画が視聴
できます。

　日本テクノが提供している、お客様
同士のＭ＆Ａなどを仲介するビジネ
スマッチングサービスのこと。全国約
５万９０００件のネットワークを生か
し、事業譲渡や業務提携、ホールデ
ィングス化などあらゆる可能性を探っ
ていく。サービスは日本テクノと取引
のある企業に限定しており、高い信
頼性を保てる。中小企業の深刻な後
継者不足問題の解決に貢献していく
ことを目指す。

GIFT mapとは

詳しいサービス内容はサイトを参照。案件一覧も掲載中。

有限会社 押切製作所
代表者：押切道美（73）
事業内容：精密板金加工
所在地：神奈川県相模原市
設立：1990年（平成2年）

従業員数：2名

栄工業 株式会社（マゲテックグループ）
代表者：秋本誠（45）
事業内容：金属加工

所在地：神奈川県座間市
設立：1962年（昭和37年）

従業員数： 25名

譲渡側 譲受側

（2019年11月 調印式時点）

江戸時代の紙の再生方法

エコな営み
いまむかし

と
に
電
流
を
遮
断
さ
せ

る
。
つ
ま
り
「
安
全
ブ

レ
ー
カ
ー
」
は
電
線
を

保
護
す
る
た
め
に
落
ち

る
装
置
だ
。
家
庭
で
よ

く
使
う
30
ア
ン
ペ
ア
以

下
な
ら
、
ブ
レ
ー
カ
ー

に
表
記
さ
れ
る
定
格
電

流
の
１
・
25
倍
が
流
れ

一般住宅用分電盤の例
安全ブレーカー（子ブレーカー）

漏電ブレーカー（メインブレーカー）

ア
ン
ペ
ア
ブ
レ
ー
カ
ー

※ アンペアブレーカーは電力会社によって
設置されない場合があり、現在はスマー
トメーターに内臓されるケースも多い。

※

https://gift-map.jp/
https://api01-platform.stream.co.jp/apiservice/plt3/MjA0OA%3d%3d%23MTY2Ng%3d%3d%23280%23168%230%2337E620DC6400%23OzEw%23
https://gift-map.jp/
https://econews.jp/newspaper/imamukashi/
https://econews.jp/newspaper/denki/index.html
https://econews.jp/newspaper/books/index.html
https://econews.jp/newspaper/books/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/column/vol155_r.html
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ス
ト
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ル
は
千

葉
県
船
橋
市
の
Ｊ
Ｒ
総
武
線
・
東
船

橋
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
３
階
建
て
の
商

業
ビ
ル
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
美
容
院
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
テ
ナ
ン
ト
が

計
13
件
入
居
し
て
い
る
。

　

以
前
は
電
気
工
事
店
に
毎
月
個
々

の
テ
ナ
ン
ト
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
依

頼
し
て
い
た
が
、
月
々
の
検
針
日
が

前
後
す
る
こ
と
で
請
求
料
金
の
正
確

さ
に
疑
問
を
持
つ
テ
ナ
ン
ト
も
い
た

と
い
う
。
医
療
機
関
で
あ
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
入
居
し
て
い
る
た
め
、
突
然

の
停
電
時
の
対
応
が
不
安
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
日
本
テ
ク
ノ
に
相
談
し
、

２
０
１
１
年
に
保
安
点
検
サ
ー
ビ
ス

と
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導
入
し
た
。
採

用
の
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、
自
動

オーナーの石原美和さん。

検
針
で
正
確
な
電
気
料
金
が
わ
か
る

点
に
魅
力
を
感
じ
た
こ
と
。
そ
の
う

え
、
電
気
工
事
店
へ
支
払
っ
て
い
た

検
針
の
手
数
料
も
削
減
で
き
る
。

　

７
年
前
、
現
オ
ー
ナ
ー
の
石
原
美

和
さ
ん
は
、
家
族
か
ら
急
遽
、
建
物

管
理
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。
引
き
継
ぎ
の
期
間
は
１
カ
月
ほ

ど
し
か
な
く
、
当
初
は
不
安
な
気
持

ち
が
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
か
っ
た
。
石
原

さ
ん
は
「
テ
ナ
ン
ト
に
内
科
と
整
形

外
科
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
何
よ
り

停
電
が
怖
い
で
す
ね
。
テ
ナ
ン
ト
さ

ん
に
迷
惑
を
か
け
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う
責
任
を
常
に
感
じ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。
だ
か
ら
サ
ー
ビ
ス

導
入
で
最
も
安
心
で
き
る
点
は
万
一

の
際
、
担
当
技
術
者
が
す
ぐ
に
駆
け

付
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

　
「
当
初
は
電
気
の
こ
と
も
含
め
て

何
も
わ
か
ら
ず
心
配
だ
っ
た
の
で
す

が
、
担
当
の
技
術
者
さ
ん
が
電
気
に

つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で

勉
強
に
な
り
不
安
も
少
し
ず
つ
解
消

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
れ
ば
す
ぐ
に
来
て
く
れ
る
こ
と

も
、
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」。

　

ほ
か
に
所
有
し
て
い
る
物
件
も
複

数
あ
り
、
石
原
さ
ん
は
そ
れ
ら
を
１

人
で
管
理
し
て
い
る
。「
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
の
入
退
去

の
処
理
も
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
１
枚
送
れ
ば
よ
い
だ
け
な
の
で

手
間
が
か
か
ら
ず
助
か
り
ま
す
」。

　

責
任
感
の
強
い
石
原
さ
ん
。
電
気

関
連
の
業
務
が
楽
に
な
っ
た
分
、
ほ

か
の
管
理
業
務
に
集
中
で
き
る
。
そ

れ
は
入
居
者
へ
の
よ
り
き
め
細
か
な

ケ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

『エコテナント』とは

　一般的なテナントビル
は、ビル全体で一括受
電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力
会社へまとめて支払って
いる。オーナーはテナン
トの使用分を立て替え
るため、個々のテナント
に対し、それぞれに応じ
た電気料金を請求する。
そこには子メーターの検
針、料金算出、請求管理
といった手間のかかる業
務が伴う。
　『エコテナント』は、オ
ーナーをわずらわせてい
たそれらの業務をすべ
て代行するサービスであ
る。既存の子メーターは
自動検針のスマートメー
ターに変更され、月々の
使用量は日本テクノに伝
送される。オーナーとテ
ナントの双方にとって、
ともに信頼性を高められ
るシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

正確な料金算出と親身な保安管理に安堵

https://eco-tatsujin.jp/

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

　

鹿
児
島
県
姶あ

い

良ら

市
の
じ
ゅ
う

じ
ゅ
う
カ
ル
ビ
鹿
児
島
姶
良

店
は
焼
肉
食
べ
放
題
の
チ
ェ
ー

ン
店
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
と

デ
ー
タ
を
も
と
に
来
客
数
を
予

測
し
食
材
の
準
備
や
ス
タ
ッ
フ

の
シ
フ
ト
な
ど
店
舗
運
営
に
役

立
て
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
手

法
は
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
る
。

　

例
え
ば
、
来
客
の
少
な
い
時

間
帯
は
な
る
べ
く
入
り
口
近
く

の
一
角
に
案
内
し
、
ほ
か
の
エ

リ
ア
は
照
明
、
空
調
、
排
気
ダ

ク
ト
を
オ
フ
に
。
そ
の
一
角
は

ド
リ
ン
ク
バ
ー
な
ど
に
近
く
来

店
客
も
便
利
に
利
用
で
き
る
。

【第 336 回】じゅうじゅうカルビ 鹿児島姶良店

来
客
数
予
測
の
店
舗
運
営
で
省
エ
ネ

　「省エネの達人『企業編』」は、大
きな成果を上げている省エネ活動の
実例動画が視聴できるサイト。数あ
るノウハウの中から今回は、味覚の
秋を楽しませてくれる飲食店での省
エネを２例紹介する。

「省エネの達人」に学ぶ

　

静
岡
県
富
士
市
に
あ
る
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
富
士
店
は
、
店
内

の
隅
々
に
ま
で
注
意
を
払
い
、

そ
の
状
況
に
応
じ
た
省
エ
ネ
で

成
果
を
上
げ
て
い
る
店
。

　

以
前
は
営
業
時
間
中
５
台
の

空
調
を
未
調
整
で
つ
け
っ
ぱ
な

し
に
し
て
い
た
が
、
省
エ
ネ
活

動
開
始
後
は
、
来
客
数
に
応
じ

１
台
ご
と
細
か
く
設
定
温
度
を

変
更
。
窓
際
の
席
は
日
差
し
の

暖
か
さ
で
判
断
し
稼
働
の
停
止

も
。
店
内
清
掃
の
と
き
の
照
明

は
部
分
的
な
点
灯
で
電
気
の
無

駄
づ
か
い
を
省
い
て
い
る
。

【第 242 回】Pasta＆Pizza PATAPATA 富士店

店
内
の
隅
々
に
ま
で
目
配
り
気
配
り

千葉県船橋市◎ストーンフィールドビル

き
た
。
純
粋
に
よ
い
も
の
を
提

供
し
続
け
よ
う
と
す
る
真
摯
な

姿
勢
が
に
じ
む
。

　

国
内
随
一
の
米
ど
こ
ろ
で
あ

る
新
潟
県
は
南
北
に
長
く
広
が

っ
て
お
り
、
同
じ
コ
シ
ヒ
カ
リ

で
も
地
域
に
よ
っ
て
お
い
し
さ

に
差
が
あ
る
と
い
う
。
堀
さ
ん

が
主
に
取
り
扱
う
米
は
、
そ
の

中
で
も
特
に
美
味
と
さ
れ
る
北

越
後
産
。
新
潟
ホ
リ
グ
ル
ー
プ

で
は
、
長
年
培
っ
た
技
術
と
、

熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
だ
け
が
持

つ
感
覚
に
よ
り
、
季
節
に
よ
る

わ
ず
か
な
変
化
も
見
逃
さ
ず
、

　

新
潟
県
で
米
穀
卸
販
売
事
業

を
展
開
す
る
新
潟
ホ
リ
グ
ル
ー

プ
は
、
創
業
か
ら
約
70
年
、
県

内
産
を
中
心
に
厳
選
し
た
米
を

消
費
者
へ
提
供
し
続
け
て
い

る
。
社
長
の
堀
敬
介
さ
ん
に
、

事
業
に
お
け
る
こ
だ
わ
り
を
聞

く
と
、「
少
し
で
も
お
い
し
い

お
米
を
お
客
様
に
届
け
た
い
ん

で
す
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て

設
定
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら

精
米
す
る
そ
う
だ
。
ど
ん
な
に

品
質
の
よ
い
米
で
も
、
精
米
で

味
の
良
し
あ
し
が
決
ま
っ
て
し

ま
う
。
精
米
後
の
保
管
技
術
も

政
府
の
お
墨
つ
き
（「
政
府
指

定
倉
庫
」
認
定
）
だ
。

　

仕
入
れ
先
も
妥
協
し
な
い
。

良
質
な
田
ん
ぼ
、
農
家
と
付
き

合
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
精
米
し

て
い
て「
品
質
が
落
ち
て
い
る
」

と
判
断
し
た
場
合
に
は
返
品
も

辞
さ
な
い
。「
少
し
で
も
お
い

し
い
お
米
を
」
と
い
う
堀
さ
ん

の
思
い
が
、
こ
こ
に
も
表
れ
て

い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ

で
は
、
新
潟
ホ
リ
グ
ル
ー
プ
が

運
営
す
る
「
割
烹
の
宿
湖
畔
」

で
チ
ョ
イ
ス
し
た
米
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
特
別

栽
培
米
」
の
名
を
冠
し
た
商
品

は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
通
常

の
半
分
に
抑
え
、
手
間
ひ
ま
か

け
て
栽
培
さ
れ
た
特
別
な
逸

品
。
10
月
中
旬
頃
か
ら
は
今
年

の
新
米
も
出
回
り
始
め
る
の

で
、
時
季
的
に
も
ち
ょ
う
ど
い

い
。
５
㌔
㌘
パ
ッ
ク
は
、
本
州

で
あ
れ
ば
３
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

で
交
換
可
能
だ
。（
取
材
の
こ

ぼ
れ
話
を
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ

ｅ
ｅ
ｔ
サ
イ
ト
上
の
特
集
ペ
ー

ジ
で
紹
介
中
）

季
節
に
よ
る
変
化
も
見
逃
さ
ず
、
設
定
を
微
細
に
変
更
し
て
精
米

究
極
の
お
い
し
さ
を
追
求

　

２
０
２
０
年
７
月
３
日
よ
り
発
生
し

た
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
、
日
本
各

地
で
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
テ
ク
ノ
は
被
災

地
の
皆
様
の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
社
の
お
客
様
も
熊
本
県
を
中
心
に

鹿
児
島
県
、
大
分
県
、
福
岡
県
、
佐
賀

県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
で
停
電
な
ど
の

被
害
が
４
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
豪
雨
で
は
出
水
対
策

を
と
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

電
施
設
が
被
災
し
た
事
業
場
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
気
候
変
動
が
さ
ら
に
進

め
ば
、
自
然
災
害
の
激
甚
化
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
被
災
事
例
に
対
し
、

今
後
の
電
気
設
備
設
置
や
点
検
業
務
に

お
け
る
災
害
対
策
に
生
か
す
た
め
、
関

係
者
間
で
情
報
を
共
有
し
、
検
証
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
電
気
の

安
全
・
安
心
を
支
え
る
企
業
と
し
て
、

当
社
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

被災地の事業場ではキュービクルに泥水が流れ
込むなどの被害が多数発生しました。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
つ
い
て

　

経
営
企
画
室
に
所
属
し
、
リ

ス
ク
管
理
を
担
当
す
る
ほ
か

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
事

務
局
」「
内
部
通
報
窓
口
」
な

ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
事
務
局
で
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
意

識
の
社
内
浸
透
を
図
る
た
め
、

全
社
員
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
か
ら
始

め
た
研
修
は
、
２
０
２
０
年
６

月
ま
で
に
11
回
開
催
し
ま
し

た
。
研
修
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
社
員
か
ら
の
意
見

や
要
望
を
吸
い
上
げ
て
、
そ
の

後
の
研
修
内
容
に
生
か
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
開
始
か
ら
今
年
で
４
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
研
修
後
の

意
見
な
ど
の
分
析
か
ら
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
意
識
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
を
実
感
で
き
ま

す
。
研
修
の
成
果
が
着
実
に
出

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
内
部
通
報
の
相
談
件

数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

事
務
局
と
し
て
は
、
こ
の
通
報

増
も
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ

く
り
や
、
社
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る

効
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉

　

先
般
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

担
当
と
し
て
当
社
設
立
25
周
年

の
記
念
品
「
社
会
人
の
こ
こ
ろ

え
カ
ー
ド
」
の
制
作
に
も
携
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
の
配

布
を
開
始
し
た
２
０
２
０
年
６

月
は
、
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
法
が
施
行
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
も
社
員
に
伝
え
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
法
令
な
ど
の

ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
の
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
問
題
で

す
。法
令
な
ど
を
正
し
く
知
り
、

そ
れ
ら
に
の
っ
と
っ
て
行
動
す

る
こ
と
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

で
は
重
要
な
の
で
す
。

　

そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
と
、

違
反
が
発
覚
し
た
と
き
、
最
悪

の
場
合
、
会
社
が
倒
産
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
こ

の
カ
ー
ド
は
当
社
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
当
社
の
お
客
様
に
も

法
令
な
ど
を
順
守
し
健
全
な
事

業
活
動
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

制
作
の
と
き
、
一
番
苦
労
し

た
の
は
、
事
例
の
選
別
で
す
。

世
の
中
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
の
事
例
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
な
る
べ

く
わ
か
り
や
す
い
例
を
入
れ
た

い
と
考
え
、
厳
選
し
ま
し
た
。

社
内
研
修
や
朝
礼
な
ど
で
、
ぜ

ひ
こ
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
法

令
な
ど
の
順
守
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。◉

　

私
は
自
分
の
仕
事
に
よ
っ
て

会
社
が
よ
い
方
向
に
進
ん
で
い

く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
も

し
法
の
抵
触
行
為
な
ど
を
起
こ

し
そ
う
に
な
っ
て
も
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
で
の
学
び
を
思

い
出
し
、
未
然
に
防
い
で
も
ら

う
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
後
も
全
社

員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施

し
、
さ
ら
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
が
結
果
的
に
当

社
の
発
展
や
お
客
様
の
幸
せ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ
社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像社員群像

日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ
社員群像

各部署キーパーソンが語る

社員のコンプライアンス意識の高まりを実感

経営企画室

課長　山下一成

自
分
の
仕
事
で
会
社
を

よ
り
よ
い
方
向
に
進
ま
せ
た
い

災害
報告

─ 特別栽培米 ─新潟ホリグループ
割烹の宿 湖畔

ギフトストリートの 逸品

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本

テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
。
同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、
サ
イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）
と
交
換

で
き
る
。
掲
載
商
品
の
中
か
ら
、
こ
だ
わ
り
の
「
逸
品
」を
、

提
供
企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

制作に携わった
「社会人のここ
ろえカード」。わか
りやすい事例の
選別には徹底的
にこだわった。

http://www.n-techno.co.jp/25th/goods_card.html
https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/products/detail.php?product_id=1647
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150218.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20161130.html
https://www.gift-street.com/
https://cubicle-hoan.jp/
http://www.eco-tenant.jp/
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https://service.n-techno.co.jp/smartclock/function.html
https://www.n-techno.co.jp/service/demand.html
https://www.n-techno.co.jp/service/mypage.html
https://www.gift-street.com/
https://gift-map.jp/
https://recruit.n-techno.co.jp/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/careers/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/challenged/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/index.html
https://www.n-techno.co.jp/csr/work_style_reform.html
https://www.n-techno.co.jp/csr/society/
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://twitter.com/nihontechno
https://www.facebook.com/nihontechno/
http://www.n-techno.co.jp


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２０年 （令和２年） 秋季　第62号　【季刊】

日本テクノでは定期的に「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ（スマートクロック）」「SMARTMETER ERIA（スマートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」の導入企業を広報担当者が訪問し、事例集を作成している。
すでに数百もの事例をストックしており、現在も新たな「お客様の声」をリストに追加している最中だ。この紙面では、その中から４つの取り組みをピックアップして紹介していく。

なお、取材時から一定期間が経過した企業には追加で調査を行い、「最近の活動状況」として更新された情報をまとめた。

　

東
京
都
目
黒
区
、
自
由
が
丘
発

祥
の
老
舗
菓
子
店
亀
屋
万
年
堂
。

「
お
菓
子
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る

ナ
ボ
ナ
は
、
発
売
か
ら
半
世
紀
以

上
も
根
強
い
人
気
を
保
ち
続
け
る

代
表
商
品
だ
。

　

同
社
で
は
か
ね
て
か
ら
電
気
の

保
安
点
検
価
格
の
妥
当
性
や
点
検

に
対
す
る
付
加
価
値
な
ど
に
つ
い

て
疑
問
を
抱
い
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
知
っ
た
日

本
テ
ク
ノ
に
見
積
も
り
を
依
頼
し

た
。
返
さ
れ
た
提
案
は
、
保
安
点

検
だ
け
で
な
く
24
時
間
の
電
力
監

視
シ
ス
テ
ム
と
省
エ
ネ
行
動
を
促

す
電
気
の
「
見
え
る
化
」「
理わ

解か

る
化
」
を
含
め
る
も
の
だ
っ
た
。

通
常
の
保
安
点
検
よ
り
も
価
格
は

高
く
な
る
も
の
の
、
ス
タ
ッ
フ
の

改
善
活
動
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
考
え

た
社
長
の
引
地
大
介
さ
ん
は
そ
の

提
案
を
受
け
入
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の

採
用
を
決
め
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
導
入
以
前
か
ら
経
費

削
減
を
主
眼
と
し
た
業
務
改
善
の

取
り
組
み
を
し
て
い
た
同
社
。
そ

れ
は
リ
ー
ダ
ー
の
社
長
以
下
６
人

で
構
成
す
る
組
織
横
断
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
っ
た
。
会
合
は
毎
月
実
施

さ
れ
、
水
道
光
熱
費
を
は
じ
め
送

料
や
原
材
料
な
ど
詳
細
に
検
討
を

加
え
て
い
た
。
そ
こ
で
取
り
入
れ

た
節
水
弁
の
使
用
で
は
、
水
道
使

用
量
の
削
減
も
実
現
し
て
い
る
。

　

社
屋
は
、
１
階
が
売
り
場
と
ス

タ
ッ
フ
の
休
憩
・
打
ち
合
わ
せ
ス

ペ
ー
ス
、
２
階
が
事
務
所
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
１
階
休
憩
ス
ペ
ー

ス
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

を
、
２
階
事
務
所
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を

設
置
し
た
。
こ
れ
で
、
電
気
の
使

用
状
況
を
全
体
で
「
見
え
る
化
」

す
る
体
制
が
整
っ
た
。

　

導
入
前
に
は
約
30
人
の
ス
タ
ッ

フ
を
２
班
に
分
け
、
日
本
テ
ク
ノ

担
当
者
に
よ
る
勉
強
会
を
開
い

た
。
以
前
は
不
在
ス
ペ
ー
ス
の
消

灯
な
ど
を
徹
底
し
て
い
た
が
、
そ

れ
に
加
え
、
目
標
設
定
値
を
超
え

な
い
よ
う
に
、
空
調
も
小
ま
め
に

調
整
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
以
前
は
４
台
の
空
調
が
フ
ル

稼
働
し
て
い
た
の
を
、
２
台
ず
つ

立
ち
上
げ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

行
い
、
契
約
電
力
・
使
用
電
力
量

と
も
に
改
善
で
き
ま
し
た
。店
舗
・

事
務
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
自
発
的
な

活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
大
き
な
成
果
で
す
」（
省
エ
ネ

推
進
担
当
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
工
藤

昭
博
さ
ん
）。

　

ス
タ
ッ
フ
の
省
エ
ネ
意
識
が
深

化
し
た
結
果
、
空
調
負
荷
が
高
ま

る
時
季
で
も
前
年
比
２
割
以
上
の

改
善
効
果
が
出
て
い
る
。

（
２
０
２
０
年
２
月
取
材
）

ブロック長の工藤昭博さん。

専務取締役の福井英二さん。

住
所
◉
東
京
都
目
黒
区
自
由
が
丘

１
│
１
５
│
１
２
／
電
話
◉
０
３

（
３
７
２
３
）
０
３
４
５
／
創
業
◉

１
９
３
８
年
／
事
業
内
容
◉
和
菓

子
の
製
造
・
販
売

「見える化」で省エネに対する意識が深化
株式会社 亀屋万年堂　総本店　https://www.navona.co.jp/

事業所DATA

自
発
的
活
動
を
導
く

導入前後の比較

2018年▶2019年

2018年1～12月
▶2019年1～12月

契約電力

使用電力量

　

創
業
は
１
９
５
０
年
。
沖
縄
の

老
舗
印
刷
会
社
、
光
文
堂
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
大
型
オ
フ
セ

ッ
ト
印
刷
機
３
台
、
小
ロ
ッ
ト
印

刷
機
２
台
、
ニ
ス
加
工
印
刷
機
１

台
を
備
え
、
印
刷
の
ほ
か
に
も
広

告
代
理
店
や
タ
ウ
ン
誌
発
行
な
ど

幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
と

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
前
、
電
気
の
使

用
状
況
は
電
力
メ
ー
タ
ー
で
確
認

し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
に
比

べ
れ
ば
本
当
に
楽
に
な
り
ま
し
た

ね
」
と
常
務
取
締
役
の
奥
原
光
則

さ
ん
は
話
す
。

　

電
気
の
「
見
え
る
化
」
導
入
後
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
ー
で
使
用
状
況

を
詳
細
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
使

用
電
力
量
が
大
幅
に
増
え
る
の

は
、
20
年
以
上
前
に
設
置
し
た
空

調
が
稼
働
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と

わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
古
い
空
調
は

撤
去
し
て
、
天
井
設
置
タ
イ
プ
の

新
し
い
設
備
に
入
れ
替
え
た
。
こ

れ
で
使
用
電
力
量
が
約
10
％
改
善

で
き
た
。

　

続
く
設
備
改
善
は
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
。
最
大
出
力
が
高
く
て
調
節

が
容
易
な
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
式

の
機
械
を
導
入
し
、
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
で
使
っ
て
い
た
３
台
を
、
２

台
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
に
加
え
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を

求
め
て
圧
縮
し
た
エ
ア
ー
の
貯
蔵

タ
ン
ク
設
置
も
進
め
た
。
タ
ン
ク

を
備
え
た
こ
と
で
、
高
い
出
力
を

長
時
間
維
持
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
最
終
的
に
は
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
１
台
で
す
べ
て
の
印
刷
工
程

が
賄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
設

備
投
資
に
は
原
資
が
必
要
で
す

が
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
は
使
用
電

力
量
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
分
改

善
効
果
も
高
く
な
る
。
２
年
ち
ょ

っ
と
で
元
が
と
れ
ま
し
た
」。

　

設
備
改
善
と
同
様
に
重
視
し
て

い
る
の
が
運
用
改
善
だ
。
週
に
１

回
は
各
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
が
集

ま
り
、
省
エ
ネ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
。
電
気
の
「
見
え

る
化
」
を
導
入
し
て
か
ら
は
、
夏

の
空
調
稼
働
が
電
力
ピ
ー
ク
に
つ

な
が
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
の

た
め
の
効
率
的
な
対
策
を
話
し
合

っ
た
。「
警
報
が
鳴
る
と
空
調
の

設
定
温
度
を
１
℃
ず
つ
上
げ
て
対

応
し
ま
す
が
、
作
業
工
程
に
よ
っ

て
は
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
が
か
か

る
。
そ
こ
で
出
た
ア
イ
デ
ア
が
小

型
フ
ァ
ン
の
つ
い
た
空
調
服
の
採

用
で
し
た
。
吸
収
蒸
発
機
能
の
優

れ
た
最
新
素
材
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
タ

イ
プ
の
作
業
服
に
も
替
え
て
い
く

予
定
で
す
」。

　

効
果
の
高
い
設
備
改
善
と
運
用

改
善
の
ア
イ
デ
ア
で
省
エ
ネ
を
実

現
し
て
い
る
同
社
。
今
後
は
全
体

の
働
き
方
な
ど
も
見
直
し
、
業
務

効
率
の
向
上
も
図
っ
て
い
く
。

（
２
０
１
９
年
７
月
取
材
）

常務取締役の奥原光則さん。

住
所
◉
沖
縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町

字
兼
城
５
７
７
／
電
話
◉
０
９
８

（
８
８
９
）
１
１
３
１
／
創
業
◉
１

９
５
０
年
／
事
業
内
容
◉
印
刷
業

設備改善と運用改善の両輪で省エネ
光文堂コミュニケーションズ 株式会社 https://www.kobundo.net/

事業所DATA

設
備
改
善
の
タ
イ
ミ
ン
グ
把
握

導入前後の比較

2012年▶2019年

2013年10月～翌年9月
▶2017年10月～翌年9月

契約電力

使用電力量

　
「
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
て
い

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
意
識
し
て
行

動
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
以
前
か

ら
伝
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
電

気
の
〝
見
え
る
化
〞
や
日
本
テ
ク

ノ
さ
ん
の
省
エ
ネ
の
考
え
方
と
合

致
し
た
ん
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

た
の
は
、
株
式
会
社
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
（
岡
山
県
岡
山
市
）
の
専
務

取
締
役
・
福
井
英
二
さ
ん
。
独
自

技
術
で
資
源
の
再
利
用
に
取
り
組

む
産
業
廃
棄
物
処
理
を
中
核
と
す

る
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
だ
。

　

省
エ
ネ
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
は
、
そ
れ
が
人
材
育
成
に
つ

な
が
る
か
ら
。
目
指
す
の
は
あ

く
ま
で
も
無
理
の
な
い
活
動
で
、

日
々
の
業
務
の
延
長
線
上
に
省
エ

ネ
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
な
り
た

い
か
考
え
て
行
動
す
る
の
が
大
切

で
、
た
だ
漠
然
と
働
い
て
い
て

は
、
時
間
も
電
気
も
無
駄
に
消
費

す
る
だ
け
。
自
分
に
置
き
換
え
た

場
合
、
家
で
も
同
じ
よ
う
な
電
気

の
使
い
方
を
す
る
か
ど
う
か
。
そ

の
気
づ
き
が
必
要
で
す
」。
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
電
気

を
多
く
使
う
の
か
、
そ
れ
を
意
識

で
き
る
最
適
な
ツ
ー
ル
だ
と
捉
え

て
い
る
。

　

導
入
前
は
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
が

電
気
の
基
本
料
金
に
直
結
す
る
こ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

破
砕
機
や
プ
レ
ス
機
を
同
時
に
稼

働
す
る
と
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
と
わ

か
っ
た
の
が
大
き
な
収
穫
だ
っ
た

と
い
う
。
起
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

不
必
要
な
稼
働
を
気
に
す
る
よ
う

に
な
り
、
業
務
と
電
気
の
関
連
性

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
時
と
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
は
起
き
る
。
導
入
後
も
外
灯

の
消
し
忘
れ
が
あ
っ
た
。
対
処
の

た
め
、
自
動
的
に
電
源
を
切
る
タ

イ
マ
ー
設
定
を
施
し
た
。
す
べ
て

を
人
に
頼
ら
ず
と
も
機
械
任
せ
で

補
え
る
も
の
は
、
た
め
ら
わ
ず
使

用
す
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る

と
事
務
所
か
ら
工
場
内
の
全
員
に

無
線
で
知
ら
せ
る
ル
ー
ル
も
つ
く

っ
た
。
図
ら
ず
も
こ
れ
が
ス
タ
ッ

フ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
、
新
た
な
連
携
も
生
ま
れ

て
い
っ
た
。「
経
営
す
る
立
場
の

会
社
側
か
ら
は
、
何
か
特
別
な
こ

と
を
要
求
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
意
識
し
て
ほ
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
い
る
だ

け
。
そ
の
発
信
の
き
っ
か
け
を
出

し
て
く
れ
る
の
が
こ
の
シ
ス
テ
ム

な
ん
で
す
」
と
福
井
さ
ん
は
気
負

わ
ず
語
る
。「
一
人
ひ
と
り
が
考

え
る
」
と
い
う
簡
潔
な
呼
び
か
け

が
社
内
の
省
エ
ネ
意
識
を
醸
成

し
、
契
約
電
力
も
使
用
電
力
量
も

着
実
に
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

（
２
０
１
８
年
３
月
取
材
）

電気を多く使うタイミングが意識できるツール
株式会社 インテックス　https://www.intex-kk.com/

住
所
◉
岡
山
県
岡
山
市
北
区
神
田

町
１
│
９
│
１
９
／
電
話
◉
０
８
６

（
２
５
０
）
７
８
０
０
／
設
立
◉
１

９
９
６
年
／
事
業
内
容
◉
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
・
処
分
ほ
か

事業所DATA

省
エ
ネ
意
識
の
醸
成

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

　

石
川
県
を
中
心
に
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
カ
ジ
マ
ー
ト
を
多

店
舗
展
開
す
る
株
式
会
社
鍜
治

商
店
。
百
貨
店
で
食
品
テ
ナ
ン
ト

の
出
店
も
行
う
。
創
業
は
古
く
大

正
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
も
継
続
的

に
実
施
し
て
お
り
、
カ
ジ
マ
ー
ト

み
な
み
店
で
は
大
規
模
な
設
備
改

善
も
し
た
。「
３
年
前
、
す
べ
て

の
冷
蔵
ケ
ー
ス
と
一
部
の
冷
蔵
庫

を
刷
新
し
て
、
照
明
の
ほ
と
ん
ど

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

使
用
電
力
量
が
大
幅
に
改
善
で
き

た
ん
で
す
」
と
代
表
取
締
役
社
長

の
鍛
冶
一
雄
さ
ん
は
話
す
。
日
本

テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
た
の

は
そ
の
直
後
。
電
気
の
「
見
え
る

化
」
を
導
入
す
れ
ば
、
改
善
効
果

は
さ
ら
に
上
積
み
で
き
る
。
取
り

組
み
を
途
切
れ
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
考
え
た
。

　

導
入
後
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
設
置

し
活
動
を
開
始
し
た
み
な
み
店
の

店
長
・
鍛
冶
隆
史
さ
ん
は
こ
う
話

す
。「
い
つ
も
目
に
す
る
時
計
で

視
覚
的
に
注
意
喚
起
で
き
た
か

ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
や
協
力
は

す
ぐ
得
ら
れ
ま
し
た
。
時
計
の
色

が
黄
色
に
変
わ
る
と
、
お
客
様
に

迷
惑
を
か
け
な
い
部
分
で
切
れ
る

ス
イ
ッ
チ
が
な
い
か
探
す
の
で
す

が
、
私
よ
り
先
に
気
づ
い
た
ス
タ

ッ
フ
が
、
こ
こ
な
ら
消
し
て
も
大

丈
夫
だ
と
進
ん
で
行
動
し
て
く
れ

る
の
が
心
強
い
で
す
」。
そ
う
し

た
ピ
ー
ク
対
策
と
と
も
に
、
空
調

の
分
散
稼
働
な
ど
の
運
用
改
善
を

徹
底
し
た
。

　

そ
の
後
も
新
た
な
取
り
組
み
は

続
く
。
空
調
負
荷
を
抑
え
省
エ
ネ

に
つ
な
げ
る
た
め
屋
上
に
散
水
装

置
を
設
置
し
た
。隆
史
さ
ん
は「
今

年
の
夏
の
時
季
に
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
れ
ほ
ど
効

果
が
出
る
の
か
来
年
が
楽
し
み
で

す
。
そ
れ
に
夏
場
が
電
力
ピ
ー
ク

に
な
る
当
店
は
、
裏
を
返
せ
ば
冬

場
で
ま
だ
ま
だ
対
策
す
る
余
地
が

あ
る
。
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
」。

　

今
後
は
季
節
を
問
わ
ず
年
間
を

通
し
て
月
別
、
日
別
の
使
用
電
力

量
な
ど
の
目
標
を
細
か
く
設
定

し
、
通
年
で
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ

を
な
く
す
よ
う
計
画
的
な
省
エ
ネ

を
進
め
て
い
く
。

（
２
０
１
７
年
11
月
取
材
）

スタッフの協力を促した視覚的な注意喚起
株式会社 鍜治商店　カジマート みなみ店　http://www.kajimart.com/

改
善
効
果
の
追
求

導入前後の比較

2016年▶2017年

2015年9月～翌年8月
▶2016年9月～翌年8月

契約電力

使用電力量

日時指定で選んだメッセージを流す
　前号では日本テクノのイメージキャラクターである河
村隆一さんの歌う『Happy Birthday to You』が、指
定した日時に流れる機能を紹介しました。
　今回は、曜日によってメッセージを変えたり、状況に応
じたメッセージを特定の日に流すことができる「スマー
トクロックメッセージ・スケジュール」を紹介します。

「
売
り
場
は
お
客
様
が
優
先
」。
無
理

な
省
エ
ネ
は
し
な
い
。

社
屋
外
観
。
電
気
の
「
見
え
る
化
」
は

２
０
１
４
年
11
月
に
導
入
し
た
。

企業の省エネ活動を
もっと知りたい方は

他社の取り組み事例を掲載

導入事例サイトへ
https://www.n-techno.org/

動画や音声で解説

詳細な機能を
もっと知りたい方は

製品紹介サイトへ
https://service.n-techno.co.jp/

株
式
会
社
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
。
２
０
１
５

年
12
月
、電
気
の「
見
え
る
化
」を
導
入
。

※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

お客様の声
SMARTMETER ＥＲＩＡ
ス マ ー ト メ ー タ ー エ リ アス マ ー ト ク ロ ッ ク

時
計
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

モ
ニ
タ
ー
で
設
定

▲23.8％

▲22.0％

▲5.9％

▲7.1％

2015年▶2017年

2015年1～12月
▶2017年1～12月

▲26.3％

▲26.6％

住
所
◉
石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
加

賀
爪
ホ
２
１
８
／
電
話
◉
０
７
６

（
２
８
８
）
３
９
８
０
／
創
業
◉
大

正
初
期
／
事
業
内
容
◉
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

事業所DATA

　取材時に隆史さ
んが話していた屋
上散水機の効果は
実証されている。
導入前（2017年
夏季）はデマンド
値＝310kW、使
用電力量合計＝
375,416kWh。
導入後（2018年
夏季）はデマンド
値＝303kW、使
用電力量合計＝
373,690kWhだ
った。デマンド値
で7kW、使用電力
量で1,726 kWh
改善された。導入
後の夏は前年より
気温が高かったた
め、実質的効果は
さらに高い。

カジマート みなみ店の店内。

最近の活動状況

▲8.4％

▲1.2％

社長の鍛冶一雄さん（左）と、みなみ店
店長の鍛冶隆史さん。

メッセージ管理で
カスタマイズ

メッセージ管理で
カスタマイズ

SMARTMETER ＥＲＩＡ
ス マ ー ト メ ー タ ー エ リ ア

７種類（A～F・休日）のパターンが設定できる

指定日に合わせてパターンを設定できる ３種類のパターンを設定して
9:00 12:00 14:00 16:00 18:00

A おはよう 休憩時間 生産性 ERIA確認 終業時間
B おはよう 休憩時間 生産性 ノー残業 終業時間
C おはよう 休憩時間 生産性 翌日休業 終業時間

曜日ごとに3種のパターンを登録
月 火 水 木 金 土 日 祝
A A B A C 休 休 休

月・火・木は「A」、水は「B」、金は「C」とすれば、水曜の
１６時には《ノー残業》、金曜は《翌日休業》、ほかの曜日は《Ｅ
ＲＩＡ確認》のメッセージが設定できる。仕事の流れがほぼ同じな
らこれを「基準週」に登録すれば、その後の設定変更も楽。

こ
こ
で
日
付
を
設
定

指定日にパタ
ーンFを設定、
登録する

年間の最多忙期の休憩時間を設定し、
《ピーク月》のメッセージを選択すれば、
スタッフの意識向上に役立つ。

スピーカー音声

有機ＥＬ表示 特別日には

 9:00 … 《おはよう》
 12:00 … 《休憩時間》
 14:00 … 《生産性》
 16:00 … 《ERIA確認》
 18:00 … 《終業時間》

《ノー残業》 《翌日休業》

略記 メッセージ（表示／音声）
おはよう おはようございます。今日も一日頑張りましょう。
休憩時間 休憩時間になりました。必要のないエネルギーの使用を控えましょう。
生産性 生産性を意識して業務に取り組みましょう。
ERIA 確認 電気を使いすぎていませんか。ERIA モニターを確認しましょう。
終業時間 終業時間になりました。必要のないエネルギーの使用と残業を控えましょう。
ノー残業 本日はノー残業DAYです。残業の減少は省エネにも効果的です。
翌日休業 明日は休日です。設備機器類の消し忘れ防止のため、巡回チェックを行いましょう。
ピーク月 昨年、デマンドピークを記録した月です。機械や空調の立ち上げ、使用に注意しましょう。

※ 記事内では紙面スペースの関係上メッセージを「略記」しています。実際に流れるのは下表「メッセ
ージ（表示／音声）」の文言です。なお、設定できるメッセージはこれ以外にも多数搭載しています。

例えば

ここ
から

ここ
から 例えば

こ
の
設
定
で
は
…

例
え
ば

 12:00 … 《ピーク月》

水

月 火 木

金

おはようござ
います。今日
も一日頑張り
ましょう。

「スマクロメッセージ・スケジュール」画面から操作を始める。

※《 》内は「略記」です。
右の一覧表を参照ください。

※メッセージは「略記」

昨年、デマン
ドピークを
記録した月
です。

https://service.n-techno.co.jp/eria/
https://econews.jp/newspaper/eria/index.html
https://service.n-techno.co.jp/smartclock/
https://service.n-techno.co.jp/
http://www.n-techno.org/
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただ
いた方の中から抽選で毎月20名様に、特製ポーチをプレゼント！　投稿内
容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させていただきま
す。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあ
ちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて
必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！

おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつ
くり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメール
マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内
など、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだ
さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

検 索

https://econews.jp/idea/
おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ

りんごの効用

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る４文字を組み
合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉本紙２面「ポイント解説シリーズ　環境関連の機関・組織」で紹介。国連環境計画の略称。

① 今年は豊作。○○○リの次は、脱
穀だね。

② 水を大切に使おう。○○スイ。
③ この野菜は農薬を使わずに○○○
○○バイで育てました。

⑤ 山で遭難。ヘリ○○○○で救助に
向かう。

⑦ 学芸○○では、桃太郎の劇をやる
んだよ。

⑨ 青空を飛んだからトンボのメ○○
は、水色なんだって。

② 主な化石燃料には、石炭、○○
○、天然ガスなどがあります。

④ 猫の毛のように柔らかい髪の毛
を○○○ケといいます。

⑥ 泡立てたミルクとエスプレッソ
の組み合わせ。○○チーノ。

⑦ ○○食えば鐘が鳴るなり法隆寺。
⑧「どうもありがとう」「困ったと
きはオ○○○○マだよ」

⑩ クールビズ期間も過ぎたから○○
○クタイも終わりです。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

　

食
欲
の
秋
で
す
。
秋
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
食
材
が
旬
を
迎
え
ま

す
。
新
米
が
出
回
る
時
季
で
す

し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
か
ぼ
ち
ゃ

や
キ
ノ
コ
類
、
果
物
で
は
、
み

か
ん
、
り
ん
ご
、
柿
な
ど
が
食

べ
頃
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
秋
は
気
温
も
下
が
っ

て
、空
気
も
比
較
的
乾
く
季
節
。

気
を
付
け
た
い
の
が
風
邪
で

す
。
も
し
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま

っ
た
ら
、
医
療
機
関
で
受
診
す

る
と
と
も
に
、
助
け
に
な
っ
て

く
れ
る
旬
の
果
物
に
も
頼
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
り
ん

ご
。
り
ん
ご
は
、「
人
類
が
食

べ
た
最
古
の
果
物
」と
い
わ
れ
、

約
４
０
０
０
年
前
か
ら
食
べ
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
欧
米
で

は
昔
か
ら
「
１
日
１
個
の
り
ん

ご
は
医
者
を
遠
ざ
け
る
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
評
価
さ
れ
て
き
た

ん
で
す
よ
。

　

り
ん
ご
に
は
食
物
繊
維
、
カ

リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド
な
ど
の
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
は
水

分
な
の
で
、
風
邪
の
と
き
陥
り

や
す
い
脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
効
果
的
で
す
。

　

風
邪
に
は
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
、
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
が

大
切
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
り

ん
ご
は
そ
れ
ら
栄
養
素
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
含
み
、
食
欲
不
振
で

も
甘
味
成
分
が
あ
る
た
め
食
べ

や
す
く
、
理
想
的
に
栄
養
補
給

が
で
き
ま
す
よ
。
た
だ
し
、
食

べ
過
ぎ
は
腸
内
環
境
が
崩
れ
、

緊張は開き直りや筋弛緩法で和らげる

　

人
前
で
発
表
、
初
対
面
の
人
と
の

会
話
、
上
司
へ
ミ
ス
の
報
告
…
…
そ

ん
な
と
き
多
く
の
人
が
感
じ
る
「
緊

張
」。
諸
説
あ
り
ま
す
が
緊
張
は
防

衛
本
能
の
１
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。
人

前
で
発
表
す
る
場
面
な
ら
、
ど
う
見

ら
れ
る
か
、
説
明
内
容
に
誤
り
は
な

い
か
、間
違
い
が
指
摘
さ
れ
な
い
か
、

そ
ん
な
不
安
が
生
じ
、
そ
の
不
安
に

対
し
て
防
衛
本
能
が
働
く
の
で
す
。

　

防
衛
本
能
が
働
く
と
き
、
活
発
に

な
る
の
が
交
感
神
経
で
す
。
交
感
神

経
は
副
交
感
神
経
と
と
も
に
自
律
神

経
を
構
成
す
る
神
経
の
１
つ
で
、
別

名
「
闘
争
と
逃
走
の
神
経
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。「
闘
う
」
と
「
逃
げ
る
」。

そ
の
ど
ち
ら
の
場
面
に
も
す
ぐ
反
応

す
る
た
め
の
神
経
で
す
。
こ
の
交
感

神
経
が
活
発
に
な
る
と
「
手
が
震
え

る
」「
鼓
動
が
速
く
な
る
」「
汗
を
か

く
」
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
そ
れ
を

感
じ
て
「
緊
張
」
を
自
覚
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
そ
の
緊
張
を
和
ら

げ
る
方
法
を
２
つ
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　

１
つ
目
は
「
緊
張
し
て
当
然
」
と

開
き
直
る
こ
と
。前
述
の
よ
う
に「
緊

張
」
は
人
間
の
本
能
で
す
。
逆
に
緊

副
交
感
神
経
で
バ
ラ
ン
ス

経
が
活
発
な
と
き
で
も
、
同
時
に
副

交
感
神
経
を
働
か
せ
れ
ば
、
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具

体
的
に
は
、①
楽
な
姿
勢
に
な
る（
立

っ
た
姿
勢
で
も
座
っ
た
ま
ま
で
も
Ｏ

Ｋ
）
②
胸
の
前
で
軽
く
こ
ぶ
し
を
握

り
、腰
を
曲
げ
、肩
を
狭
め
、体
（
座

位
で
は
上
半
身
）
を
丸
め
る
③
足
の

指
先
か
ら
頭
頂
、
顔
の
筋
肉
ま
で
一

気
に
力
を
込
め
５
秒
数
え
る
④
極
限

ま
で
力
を
抜
き
（
背
も
た
れ
や
壁
に

寄
り
か
か
り
）、
脱
力
の
感
覚
を
15

秒
間
程
味
わ
う
│
│
と
い
う
方
法
で

す
。
た
だ
し
心
臓
の
病
気
や
高
血
圧

の
人
は
、
体
に
支
障
が
出
る
場
合
も

あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す

る
に
は
適
度
な
緊
張
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

が
必
要
で
す
。
自
分
が
快
適
に
過
ご

せ
る
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け
緊
張
と
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
サプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメント

《第６回》

再起への奮闘が助けてくれた人たちへの恩返し

　

１
９
６
２
年
創
業
の
株
式
会

社
大
塚
製
作
所
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
射
出
成
形
を
行
う
栃
木

県
鹿
沼
市
の
企
業
。
自
動
車
部

品
・
玩
具
・
事
務
用
品
な
ど
を

中
心
に
手
が
け
て
き
た
。
昨
秋

の
台
風
19
号
で
鹿
沼
市
は
こ
れ

ま
で
の
最
高
雨
量
を
記
録
。
工

場
の
近
く
を
流
れ
る
思
川
が
氾

濫
し
、
あ
た
り
一
帯
が
水
に
浸

か
っ
た
。

　

代
表
取
締
役
の
大
塚
順
一
さ

ん
は
「
工
場
は
思
川
の
す
ぐ
横

で
す
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

警
戒
区
域
で
な
く
、
む
し
ろ
自

宅
の
あ
る
山
の
方
が
土
砂
崩
れ

な
ど
の
被
害
に
遭
う
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
、
警
戒
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
夕
方
に
工

場
近
隣
の
方
の
連
絡
で
慌
て
て

駆
け
付
け
た
ら
す
で
に
水
が
腰

上
ま
で
押
し
寄
せ
て
お
り
、
工

場
ま
で
近
づ
け
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
話
す
。

　

翌
日
、
大
塚
さ
ん
が
工
場
に

駆
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
射
出
成

形
機
は
11
台
が
全
損
、
出
荷
を

待
つ
完
成
品
お
よ
び
原
料
も
汚

泥
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
屋
外
に

日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

テクノユーザー

復興への歩み

45Scene

環境問
題

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（61号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

ワシントン条約
生物多様性条約
水銀に関する水俣条約
オゾン層保護に関するウィーン条約

1992年開催の地球サミットで環境問題
に関する２条約の署名が開始された。
双子の条約と呼ばれるが、１つは「気候
変動枠組み条約」。もう１つは？

Question

4

【５面】地球の仲間を守る 生物多様性レポート

a
b
c
d

地球温暖化対策計画
低炭素社会実行計画
循環型社会形成推進基本計画
持続可能な開発目標

2016年5月、地球温暖化対策推進法に
基づいて政府が閣議決定した温室効果
ガスの削減目標などを示す総合計画の
名称は？

Question

1

【１面】温暖化対策 目標達成前倒し業種多数
※破線囲み用語解説欄

a
b
c
d

国土交通省
厚生労働省
経済産業省
環境省

深刻化する公害問題への対応などのた
め1971年に旧総理府の外局として設置
された庁が、2001年の中央省庁再編で
省に昇格した。この省は？

Question

2

【２面】ポイント解説シリーズ 環境関連の機関・組織

a
b
c
d

電気主任技術者
エネルギー管理士
電気工事士
家電製品エンジニア

一般住宅やビル、店舗、病院、工場な
ど建物の電気設備の設計・施工をする
ことができる資格は？

Question

3

【４面】テッくんの《電気の資格》Q&A

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事
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張
し
な
い
よ
う
に
意
識
す
る
と
、
緊

張
を
ほ
ぐ
せ
な
い
不
安
が
高
ま
り
、

防
衛
本
能
を
さ
ら
に
刺
激
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
筋
弛
緩
法
。
筋
肉
を

緊
張
さ
せ
あ
え
て
交
感
神
経
に
働
き

か
け
、
力
を
抜
く
こ
と
で
副
交
感
神

経
を
活
発
に
す
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で

す
。
副
交
感
神
経
に
は
心
と
体
を
安

ら
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
交
感
神

の
脳
裏
に
は
、
廃
業
の
二
文
字

も
よ
ぎ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、

最
終
的
に
助
成
金
な
ど
を
活
用

し
て
事
業
の
立
て
直
し
を
決

意
。
新
た
な
射
出
成
形
機
９
台

を
揃
え
、
扉
を
補
強
す
る
な
ど

の
出
水
対
策
も
行
い
、
事
業
を

再
開
し
た
。被
災
か
ら
約
半
年
、

よ
う
や
く
の
再
出
発
だ
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
売
上
の
戻
り
は
鈍
く
、

被
災
前
の
２
割
程
度
。
社
員
も

交
代
で
勤
務
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
社

員
も
復
活
の
日
を
信
じ
て
つ
い

て
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
社
員
の
思
い
に
応
え
た
い

で
す
し
、
い
ま
必
死
に
な
っ
て

頑
張
る
こ
と
は
被
災
直
後
に
助

け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の

恩
返
し
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
被
災
前
の

売
上
水
準
に
戻
す
べ
く
、
奮
闘

を
続
け
ま
す
」。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
状
況

は
流
動
的
だ
が
、
工
場
設
備
な

ど
の
環
境
が
整
っ
た
今
、
大
塚

さ
ん
の
再
起
に
向
け
た
決
意
は

揺
ら
が
な
い
。

あ
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
汚
水
の

跡
は
浸
水
が
１
５
０
㌢
に
も
及

ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　
「
被
災
し
た
翌
日
に
は
取
引

先
や
メ
ー
カ
ー
、
地
元
の
友
人

や
同
業
者
、
そ
れ
に
遠
い
親
戚

の
方
ま
で
来
て
く
れ
、
汚
泥
の

掻
き
出
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
感
激
し
ま
し
た
ね
。
射

出
成
形
は
発
注
者
か
ら
金
型
を

借
り
受
け
製
品
を
製
造
し
ま
す

が
、
金
型
が
錆
び
て
し
ま
う
と

二
度
と
使
え
ま
せ
ん
。
そ
の
金

型
を
顧
客
が
引
き
取
り
に
来
て

く
だ
さ
り
、
重
要
な
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
を
全
型
請
け
負
っ
て
い

た
だ
き
事
な
き
を
得
ま
し
た
」。

　

予
想
も
で
き
な
か
っ
た
災
害

に
襲
わ
れ
、
失
意
の
中
、
粛
々

と
後
片
づ
け
を
す
る
大
塚
さ
ん
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下
痢
や
お
腹
の
張
り
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１

日
に
中
玉
１
個
程
度
を
目
安
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

風
邪
で
も
し
下
痢
の
症
状
が

出
た
と
き
は
、
そ
の
後
の
食
事

は
胃
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

徐
々
に
と
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
も
、

り
ん
ご
は
回
復
食
と
し
て
適
し

て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
な
ど
の

効
果
で
、
お
腹
の
調
子
を
整
え

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

　

下
痢
や
吐
き
気
、
食
欲
不
振

と
い
っ
た
症
状
が
出
て
い
る
と

き
は
特
に
で
す
が
、
そ
う
し
た

症
状
が
な
く
て
も
、
風
邪
の
と

き
は
、
食
べ
や
す
く
な
る
よ
う

り
ん
ご
を
す
り
お
ろ
す
の
が
い

い
で
し
ょ
う
。
よ
く
洗
っ
て
皮

ご
と
す
り
お
ろ
せ
ば
、
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
部
分
も
摂
取
で
き
ま
す
。

　

り
ん
ご
の
助
け
が
あ
る
と
は

い
え
、
こ
の
季
節
、
風
邪
に
は

十
分
気
を
付
け
た
い
で
す
ね
。

① ② ③

④

⑨⑧

⑦

⑩

⑥

⑤

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：a ／ Ｑ２：d ／ Ｑ３：c ／ Ｑ４：b 

こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た

味
噌
や
粉
末
だ
し
、具

を
一
緒
に
丸
め
た
味
噌

汁
１
杯
分
の
玉
を
つ

く
っ
て
お
け
ば
料
理
時

間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

＠
元
・
公
務
員
さ
ん

退水直後の工場内の様子とキュービクル。

代
表
取
締
役
の
大
塚
順
一
さ
ん
。

新
設
し
た
射
出
成
形
機
の
前
で
。

※ 現在制作中
のためデザイ
ンは予告なく
変更する場合
があります。
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